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昭和 47年度開講式あいさつ

財団理事長 岩 田 喜 雄

海外腹業ゼミナーの第 2年目を開催するにあたり，ご挨拶申し上げます。開発
途上国への開発

理論の考え方として，農業が二義的に考えられ，他の部門が余りにも進み過ぎ
たようですが ，最

近になつて，にわかに農業問題が表面に浮びあがつて来たように感じます。

農業そのものについて近ごろでは，米作やトウモロコンを中心とした開発政策
が盛んで，コマ

ーンヤルに徹したことが多かったわけです。ところが，こうしたものだけでは
開発途上国の開発

に必ずしもふさわしくないという反省が表われよじめました。 OECDはじめ，先
般のラテンア

メリカでのUNCTADの会議においてもおなじような傾向が現われたようであります
。

先般南ベトナム政府から依頼を受けたことですが，米軍に関係していた労務者
で，乞食同然と

なつているのが 100万人を越えているが 1これをどうするかということです。
また先月インドネ

ンヤの農林大臣の招待で， ジャカルタヘ行きましたが，毎年4ー5千家族の軍人が，帰郷すると

いうことであります。またジャワ島には 1,000万人以上の貧しい人たちが居る
ので，これを外領

の島々に移さねばならないということです。

現地の要人たちも，この問題を解決するには，腹業と密接に関連づけて安住の
地を彼等に与え

てやるのがいちばんよいと強調しております。農業といつても米づくりやトウモ
ロコi/作りとい

う以上に，その国の基本問題解決に連るものとして考えなければなりません。

先般インドネンヤのもとの参謀総長であるコモギンダ氏が退役軍人の職のための公団の
総裁•

になるよう大統領から任命されました。先日，日本にきましたので，色々と協
議したのですが，

これらの退役軍人たちを如何にして職業につかせるかということが最大の悩み
であるというわけ

で，これを解決することが国の緊急課題だということでありました。

そのようにどこの国でも国の基本政策としての長期的な農業問穎に力を入れる
ことがいよいよ

重要だと考えられるようになってきました。ペトナムやインドネンヤで，百数
十万人もの食えな

い人たちが，うろうろしている間は今まで以上の困難がそれらの国々に内在し
ていると言うほか

ありません。私は戦前スマトラで，オラソダ国の政策に従い，ジャワ人 1万人
余りを，オイルパ

ームやゴム農園などに使つておりました。彼等をプラソテーンヨン方式で移住
させ，生活用品の

安いものを与えましたが，彼等はあくまでも労働者であるからなかなか嬰業者
として定着しませ

んでした。
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それよりは，永年作物を国の援助または先進国の指導によって 1農家に 5~IO haていど作

らせ ，平和な村を作らせることが大切だと考えています。

これ等の人たちに安住の地を与えるには，永年作物の栽培を上手に指導するよりほかないと考

えています。しかし，何としても現在食えないような人たちに， 5~ I 0年さきに収穫するもの
を作らせようとする困難さがあることは事実です。

インドネンヤ大学のプロフェッサーであるバクチア）レ氏が同国の学校の歴史や，今の文部省の

在り方などについて話しましたが，余りにも教育をうけた人が少ないということです。 I 9 2 0 

年には統治者のオランダは，民衆にほとんど教育を与えないという方針をとりました。これに対

して，民衆の力によってパンドンに法科大学を建てましたが，いずれにしても，ごく限られた金

持の子弟しか教育を受けることができなかったのです。

当時の教育はすぺてオランダ人がおさえていて， 「オランダ語にあらずんば教育にあらず」と

いうことでした。

その後幸か不幸か日本軍が占領し，オランダ人を追払つたので，そのことが今の独立にも，教

育にもつながったので，その点ではたいへん助かったと話していました。

このようなことを十分承知いただいた上で今後のインドネンヤ農業を，ご指導して欲しいとい

うことでありました。

ところでこれらの国の人たちは日本人と考え方がかなJちがうのです。農業技術者だといつて

も，ただ一つの専門のことをせまく深く知つているだけでは尊敬をうけません。農業全般はもち

ろんのこと ，専門分野といつても，これに関連する農産加工のことからその販売のことまで幅広

く知つていなければ技術者として尊敬に値しないわけです。

それについて思い出すことは，昭和 II年に当時のツヤム，今のタイの農林，内務，文部の各

大臣に対して 3人の日本人アドバイザーが日本から派遣されました。ところが，所期の目的を果

たさず，早期に帰国する破目になったことであります。このアドパイザ ーの人たちは専門分野で

は，それぞれ立派な博士でありますが，専門以外の問題になると経験も少なく，知識もないとい

うことで，アドパイザーとしては不適当ということになり，とうとう更迭を申し出られたのであ

ります。まことに遺憾至極なことでありますが，われわ孔はこのようなことにな らない努力が必

要であると思います。日本とアジアの国々とでは専門家というものの考え方がちがうのです。結

局日本人に代つて英国人がアドパイザーになりました。問題解決における輻の広さが要求される

わけです。

以上申し上げましたことをご理解いただきまして ，本セミナーをご活用下され，できるだけ十
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分な時間をかけまして，各方面の勉強をされますよう期待いたし，開講の挨拶といたします。

•• 
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タイ国農業機械化の諸問題

前農業機械化研究所理事長
海外農業開発財団顧問

鏑 木豪 夫

．． 
まえがき

わたくしは ，大学卒業以来 37年間にわたり漿業機械の試験研究に従事してきた。いままで

は，仕事の関係から農業機械化の先進国である欧米諸国の方に気をとられて過してきたが，昨

年末から財団にご厄介になり，発展途上国の牒業機械化を取扱うことになった。しかし東南ア

ジア諸国に滞在した経験も少なく，むしろ皆様から教えを頂かねばならぬと思つている。

わたくしがタイ国を視察したのは昨 46年 12月の 3週間にすぎないが，その間に得た農業

機械化の印象を述べてみたいと思う。

” 

1.タイ国農業の概要

タイ国の総人口は 3,450万人で ，その 70％にあたる 2,400万人が農業人口で，総面積

5, 140万ha のうち， 22％にあたる 1,150万 ha が農地面積という農業国である。

耕地面積 934万 ha のうち ，水田面積は 645万 ha （約 70%)を占めて，その他は食料作

物で，外疋換金作物としての，果実，そ菜，キピ等がある。

嬰家戸数は 320万戸で，その 80％が，自作農で，小作農はわずかに， 11万 8千戸で，大

部分が自作農である。平均耕作面積は 3.5 ha で，日本の農家よりは大きく， 4~ 5 ha がき

わめて高い比率を占めている。自作農が多く，ほとんど同じ条件の農家が多いということは，

閑業がひじように安定しているともいえ，日本の嬰家のようにあくせくしたような感じが見ら

れないのが印象的であった。

ha あたり平均籾収量は 2トンであり，日本とくらべて非常に少ないうえに値段が安い。ベ

トナム戦争で需要が多かった頃は，籾トンあたり l,000パーツ (1バーツ ＝18円ぐらい）で

あったものが40％もさがり，現在 60 0バー妬まで下がった。その理由は，他の国が米の自

給に近づいたということもあるが，ペトナム軍需物質としての輸出不振が過剰を来たしたうえ

に， I9 6 9年以来の国際市況の悪化により，農家は不況にあえいでいるということである。

I 9 7 1年 I0月から始まった第 3次 5カ年計画では米以外のトウモロコi/'大豆，キピ ，

果実などの生産性の向上と ，換金作物の振興に重点をおく努力がなされているようである。
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2 ウイ国農業機械化の特徴

タイ国における農業機械化の特徴は，トラクターのばあい，大型，小型とも耕うん，整地，運

搬作業に限られているといつてよい。普及の段階で，日本もかつてはこの通りであった。・施肥，

播種，移植，収穫，調整などの機械化は微々たるもので，それらに使用される機械はサンプルと

して各地の試験場と，プロジェクトフアームに導入されている程度である。

しかし機械化への意欲は高く，自由諸国との協同プロジエクトは非常に多く受入れられており，

日本を始めとしてイスラエ）レ，西ドイツ，中華民国などとの協同プロジエクトがある。ただし，

共産圏は除かれている。

中央平野を主体として各地ともに 50~7 Ops 程度の大型トラクターが，かなり入っており，

フォード ，Jアガソン，ジ ョンデイア，インタナンヨナルなどで，英国，米国の機械が主体に入

つているといつてよい。中央部の米作地帯と東北部のトウモロコン地帯に多く入り，その 90%  

が賃耕作業を行っている。

小型トラクターは，パンコ ック周辺と中央平野に集中していて，東北部にはほとんど入ってい

ない。これは日本の耕うん機によく似ているが，構造がひじように簡単である。これも耕うん，

整地，運搬に用いられている。耕うんはスキを着けて耕すが，乾期になると土がひじように固く

なつて耕起不能となるので，最初水田に水をあげて水スキを行う。そこで揚水ポンプは単に灌漑

だけでなく，土を軟かくするための前作業として，広く使われている。

水田地帯では 70 p s ぐらいのトラクターに，デスクイラウをつけて耕起を行なう。このてい

どのPSになると水を入れなくても，乾期でも耕起は可能である。これはデスクプラウの方がス

キの吸引が良く，固い土でもスキの喰込みがよいということを意味する。このようにして耕起さ

れた後を，前述した小型トラクターにスキをつけて，代かきをやり植付準備を完了するのが理想

の体系とされている。日本でも新潟県地方では， 2o PS程度のトラクターで耕起し，その後を

耕うん機で代かきをする方法をとつているが，これと非常によく似ている。

USOMの調査によれば，タイ国耕地の 97％が，ト ラクター利用が可能であると1,われ，

8 0％の農家がすでにトラクターを，賃耕委託ではあるが，利用しており，耕うん幣地の機械化

は進んでいるといつてよい。

畑作物ではバイン，大豆，トウモロコン，サトウキピ等に， 50~9 0％と予想以上の トラ ク

ター利用が行われている。これももっぱら耕うん，整地だけであり，水牛併用はどの地帯でも見

受けられる。

トウモロコンおよびソルガムの脱穀にはトラクターの PTO駆動によるコーンンエラおよびソ
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ルガムス VツVヤーが普及し，トラクタ直結のために ，移動が便利であり，大いに活躍し重宝

がられている。

稲の脱殺はまだ機械化されておらず，ベタルス Vツンヤーすなわち足踏脱穀機もまだ使われ

ていない。けつきよくローラを水牛に引かせてやる方法が一般的であるが，これを若干改良し

たローラスぃ；；ンヤーがある。石のローラに突起をつけ，その先端に木栓をはめてあるため，

稲に与える損傷が少いという特徴があり，注目に値する。

この改良型ローラス Vツンヤーは遂次，普及されて行く傾向1こある。

籾すり精米は農家の手を離れて，精米業者または米骰商の手によって行われる。年産 I,400 

万トンの籾は全国にある 25,000 のライスミルで処理されている。従来は小型金属製のハラー

が使われていたが，現在はコーン型に更新されている。

畑作物の中耕除草は機械化されていないが，将来カルチベータまたはロータリで行われる可

能性が高いものと思われる。

1 9 6 9年に販売された農業用および工業用ポンプは，約 I3万台と推定されている。塁業

用としては 2~8  PSのエンヂンをセットしているプロペラポンプ（揚程 Im以下）が広く普

及している。直接稲のかんがいと併せて前述のように耕うんのために使うかんがいとの二つの

用途がある。その他の殷業機械は，ごくわずか輪入され，たとえば，防除機，脱穀機，収穫機．

播種機，籾摺機，モーアなどが，大牒場または試験場などで利用されている。

3.農業機械の生産と輸入

大型トラクターはほとんど輸入品である。フォード，フアガソソ，ジョンデア，インターナ

i/ヨナルなどの銘柄で，タイにおいてはフォー ドとフアーガソソがノックダウソ方式で供給さ

れている。またソ連製のトラクターが輸入されており，販売店の店頭で見かけられた。

小型トラクターは，パンコック周辺ならびに中央平野部で生産されている。エ員数 I0~  

3 0名ぐらいの家内工業，または小規模企業の域でありながら，生産量は次第に増加しており，

将来性があると思われた。エンヂソは全部日本裂品を使つており，なかには日本のメーカーを

まねたマークで，模造品を作っている。

現在の小型トラクターは，パックとサイドクラッチがついていない。したがつてちょうど日

本に導入当時のメリーテーラと同じで，大まわりをしなければならないが，次の段階では必然

的に前進 2段バック 1段 ，サイ ドクラッチ付ということになると思われる。現にある所で ，日

本のメーカーが ，タイ型のトラクターに簡単なミツi/ヨンをつけて前進 2段，バック 1段の小
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型トラクターを試作しているのを見かけた。また乗用型小型トラクターを試作しているのを見

受けた。

ポンプは口径 2~4吋の渦巻ポンプと 2~8  PSくらいのエンジンをつけたプロペラボンプ

が生産されている。後者はDeba r i d h i P U M Pとも呼ばれ， EngineeringDivisionの

部長が設計したもので，この人の名前をつけて盛んに普及している。この人はひじよにたくさ

んアイデアを持った人で，現在は人工降雨の実験をやつているという。 またこの部長はかつ

て Ironbv ff a Ioというトラクターも設計し， FA 0の会議でもタイ国産のトラクターができ

たということを，報告したことがある。

デイーゼルエンジンは日本製品が圧倒的に多く，広く各分野に使用されている。ガソリン機

関は 19 6 9年を境として，米国製品をおさえて日本製品が上廻るようになり，タイの各地に

普及している。

トラクターの交換部品と，自動車用の部品の流通は，ひじように円滑なように見受けられた。

自動車修理工場が全国各地にありトラクターの修理も行つている工場が多い。

4. 今後の問題

次に今後の問題点について触れてみたい。よくいわれることであるが，日本の農業機械は，

他の東南アジア諸国には比較的導入されているが，タイ国にはあまり導入されていない。それ

はおよそ次のような理由ではなかろうかと思う。

5 0馬力から 70馬力の大型トラクターは，中央平野あるいは東北部の西部よりの農業事情

に適しているにもかかわらず，このクラスの大型トラクターは日本では生産されていない。

歩行用のトラクターであるが，これが 15~3 0人ぐらいの小規模工場で生産され，安い値

段で，供給されている。日本のものは，変速段数が多く，重旦も大きく，値段も高い。ところ

がタイ国産のトラクターは，値段が安くて，しかも日本製品にくらべて，構造が簡単で，修理

も容易であり，重鼠も軽い。したがつてクリークを，ポートに乗せて移動させること も可能で

ある。

このクラスの日本製トラクターは重量が 500~600kgあるので，日本のトラクターは，ポ

ートにのせるとひつくり返るというような話であった。

人件費が安く，農業労賃は 1日当り 10バーツ程度"C,エ員の賃金は， 20~3 0パーツで

ある。農業労賃が安いから，短期間に大面積を耕うんしなければならないといったようなばあ

ぃ，すなわち人力ではとてもやれないような作業には機械がよく利用される。ところが労賃が
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安いから機械を使う必要のない作業または人力作業で行う方が経済性が高い作業は機械化され

ず ，したがつて日本の機械も入らない。

タイ国政府の米穀局長と次長の言によれば ，農業機械の導入については過去においても補助

攻策はとったことはなく，将来もとる考えはないという。

次、ここれは私見であるが稲作農家はかなり安定感を持つているようである。自由競争的な考

えは持たず，農業機械を含む技術改良の意欲が少ないように見受けられた。

食糧は豊富であるから，米などはそまつに取扱つている。米がとくに過剰で，したがつて値

段も安く，いたる所の河川やクリークでは ，淡水魚が取れる。これは農民にとつては有力な蛋

白源となつている。温薬の不適切な使用は魚類を絶滅させ国家的大問題；こなるであろう。

それでは今後，タイ国が技術改良に取り組む契機になるのはなんだろうか。それはおそらく

輸出不振で米が過剰になる，これを打開するために政府は米以外の作物たとえばトウモロコン，

ソルガム，大豆，工芸作物，さとうきび ，パイナップルなどの振興策 ，あるいは生産性の向上

に力を入れようとしている。技術改良はこのような動きを契機として発生するのではなかろう

か。そうすることにより一般農家も関心をもち，端的にいえば畑作閑業において技術改良が発

現し，農業機城化も発達してくるのではなかろうか。

さらに注目すぺきことは上記に関連して北部チェンマイ地帯の腹業である。この地方の農業

はきわめて集約的で稲を栽培した後作として，大豆，野菜を作り，完全な二毛作である。しか

も，米の反収が中央平野部の 2倍ぐらいある。さらにこの地方ではダムを建設し，乾期におい

ても十分な水を得られるわけであるから，豊富な太陽熱と水とを利用して，品種改良とか，施

肥改善が行なわれたばあい，チェンマイを中心とした北部地帯農業の生産力の増大は期してま

つべきものがある，a

なお，この際付言したいことは，タイ国の農業機械化推進方策としての教育訓練の問題であ

る。パンコック郊外に中央訓練センターがあるが，これだけ機械化が進んできているのである

から，今後チェンマイ コンケンなどに地域訓練センターを作ったらどうかということである。

これからはタイ国にも機械は輸入されたり，作られたりするから技術者不足になると思われる

ので，技術者の養成が急務であると考えられる。
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質 疑 応 答

（問） タイ国の農地の 1区画はどのぐらいか。

（答） 場所によつて違うが， 30 a以下であると思う。中央平野はもつと広い。 I haあると日

本のハンドトラクターでは耕うん作業には小さすぎるであろう。しかも区画が大きくな

ると，レペリングにひじような時間と労働がか、かる。

（問） タイ米についての機械化の問題点は？

（答） 在来品種とミラクルライスの交雑した改良品種が入ってきている。そのため，作業なり

機械が変らなければならないのではないか，といつている。脱粒難であるため， IR系

統のような品種が入ると相当変らねばならない。

（問） 精米ともみすりは 1つの磯械でやっているのか。

（答） 同一の機械であかもみとぬかがいつしよであり，籾精白である。

（問） 貯蔵は，どういうかたちか。

（答） もみ貯蔵である。

（問） パーポイルドライスはやつているか，どのていどやつているのか。

（答） パーポイルドライスはやつている。 一番大きい精米所で 1日の能力は 10りtonと言つて

いた。小さい精米所は全国1・こ2万5千ほどある。これは中国系タイ人の経営が多い。機

械は古いが手入れが行届いている。パーポイルドライスの割合については分らなかった。

（問） 日本製品のハンドトラクターのロータリー爪がすぐに磨耗するがどうか。

（答） プラソプリーあたりの砂質土地帯では，ひじように磨耗しているが，日本の爪は高くて

爪の交換ができず，幅の狭くなつている部分に鋼板を溶接してつかつている。

磨耗のていどは土質による。日本より砂質土で珪素の混った地帯が多い，日本ではあの

ように，磨耗したのは見たことがない。日本製の爪は，パネ鋼である。

（問） パキスタンでも同じことで乾季の土は煉瓦大のヒピが入り非常に固いので， 最初普通爪

で表土を削り，さらに深耕する方法でないと駄目であり水をはった所では，最初からな

た爪を使うという 2通りのつかいわけもしていた。

（答） タイ型のトラクターのように，その国の事情にあうように改造する必要がある。日本の

ものをそのまま持つていつて使うことは改めなければならない。

いま， 一部でアジア屈業機械化研究所という構想を立てている方があるようだが ，それ

も結構だが ，インターナンヨナルベースでやるのには，限界があると思う。どうしても

．． 
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最終的；こは，ナッョナルベースでその国に定若した農業機械を作り出す必要がある，ゃ

はり最後はその国で開発，改良しなければならない。インターナンヨナルベースでは 1

つの限界があるので，それから先はそれぞれの国の専門家に渡すのだということでなけ

れば．その国に定行する本当の農業機械は，開発できないと思つている。

タイ国においては， Departmentof Agricaltureと Departmentof Rice 

の二系列で悶業開発が行われ，また ，内務省の開拓局系列の仕事もあり ，たて割になっ

ており，横のつながりが薄いように思われた。私の感じでは，たてわりの悪さもあるが，

比較的政府の組織としては， 1也の国とくらべてよくできあがつていると思う。

腹薬による被害は，殺虫剤と殺菌剤の 2通りあるが ，指導が徹底していないため，ま

ちがつて使つている。現在 500人ほど死亡し， 3,000人ほど病気になつているという。

共同作業，共同怪営は，ある程度進んでいなければできない。日本は自由競争意識が

強くて共同が成立たない。どうしても機械なんかも個人所有になり，機械が細分化され

る。機械が細分化されるということは，効率的でない。どうしても大型の方が効率が高

い農業撥械については，機械はある限度以下に細分化できない。細分化すると使用価

値は実現できても，経済価値が実現できないという原則があるが ，これは正しいと 思う。

日本はこの原則に逆行して，小型機械化を完成してきた。モーターに関するかぎりは適

用できないが，他の農業機械はあまり小さくすると使用価領は実現するが経済価億は実

現できない。したがつて，耕うん機は日本では細分化した，最たるもので，一時は過剰

投吝ということで，国会でも問題になったが，今では米の・誼段との折合いで，耕うん機

もあるていど経済価値を実現するようになってきている。日本はまさにこの原則に挑戦

した国である。それをそのままタイの中央平原にもつてこようとするのは無理なことで

ある。

もう 一つはタイ国ではコソトラクターンステムがよく普及しているが，機械化の最初

の段階としては正しい方向であると思う。それから共同利用という方向：こ進んで行くか

も知れない。

いま，日本ではマンネンリンク（農業機械銀行）制度をやろうとしている。フルに機

械を利用してないものだから，銀行に作業を預託する。磯械があいている時に銀行に申

し込み使用する。この制度は西ドイツではじめたものである。 47年度は実験的に数カ

所でやるが，はたして日本の国情に適するかどうか，西ドイツではかなり普及している。

あまったトラクターやコンバインの余力を銀行に申し出ると，持つてない人からの申し
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出を受けて，それを借し，その代金の決済は銀行がやるンステムである。いま日本では，

機械は飽和状態に達してきているから機派銀行が成立つ可能性があるっしかしこの制度

がわが国に定着するかどうかこれからの研究課題である。

機械化というのは単に機械を打入すれば足りるというものではなく，農業の構造問題

に直結する。それを考えないで機械を導入すれば決してプラスにならない。この機械を

入れれば，この国の，この地域の，この農家の農業構造がどうかわるのかを考えなけれ

ばならない。肥料等はただ入れさえすればよい。また改良品種においても同様である。

経営面積，経営の大小にかかわらず入って行く。ところが農業磯械はそう簡単に行かな

い。大きくいうと，その地域，その農家の経営構造をかえて行くのだということになる

から，それを見たうえで，どの機械がよいかを技術的に判定して行く。経営的な判定と

技術的な判定とが同時平行的に行われないと効果があがらない。もしそうでないと過剰

投資になるおそれがある。

農業機械化はその国の事情に応じてやらざるを得ないだろう。同時に機械の方もその

国の農業事情に適応するように改造して行くことをやらざるをえない。両方から接近し

なければいけないと考える。

イン ターナンヨナルペースで各国の濃業機械を開発するというのは限界があると思う。

後はその国のナッョナル エンジニアリング デイビジョンに渡さなければいけない。

その受渡しをどの時点でやるかは，国によってちがうと思う。

さらに農業機械のばあいは，その国の工業力がどの程度のものであるかが問題になっ

てくる。たとえば，工業力の全然ない国で農業機械化をやろうとしたばあい，その国D

実態涸査をし，この機械がよいだろうとわかり，そして日本に帰りデザインして，日本

で試作し，それが適するかどうかを調べるために船積みして持つて行く。試験をして改

造しようと思つても，そこらに工場がない＾またそれを持つて帰つて改造しなければな

らない。そんなことをくり返しやつていたら非常な経費と労力がかかる。日本のメーカ

ーで国策会社を作り，みんなで出賓してやったらどうかと提言したこ とがあるが，そん

なことをするより自分のところでやるとのことである u

工業力のない国では，ひじような投資をやらなければい｛ナないというと，それは計算

して，できるものはできるという。その国の農産物のどれが今，ドルをかせいでいるか，

あるいは将来どの農産物がドルをかせぐかを調ぺるのだというのである。そしてこれな

らだいじようぷだという確信がもてれば ，その国に適する機械の開発に手をつけてもよ
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いと日本のメーカーは考えている。

それぞれの企業においてマーケッテイングリサーチをやり，ドルをかせぎそうなもの

をピックアップしてきて，その機械を作るという考え方である。これは大きなメーカー

だけではなく，中小メーカーも同様に考えているようである。

以上

-1 3-



開発途上国の経済開発

は じめ に

理論的系譜と課頗

農林省農業総合研究所
東南アジア研究室長

紙谷 貢氏

経済開発に関する理論について．まずその理論が， 実践的な要請に対して如何なる意味合をも

ちかつそれが現在までに如何なる変貌を遂げて来ているかを展望し，併せて私なりに理解する

ところを解説的に述ぺることとする。

I.開発理論の目的

1. 経済過程の説明を目的とした理論

開発途上国に関する経済開発の問題がとりあげられ，世界的な規模で検討が行なわれるよ

うになったのは，第 2次大戦以降のことである。現在開発途上1（にあるとされている地域の

大部分は，戦前には先進諸国の植民地として維持され，その地域の問頗は宗主国の責任にお

いて処理されて来た。〕

戦後，宗主国としての先進国の責任は形式的にはなくなった。植民地の多くは政治的には

独立をかちと ったが，従来の “Co I on i a I Resp on s i b i I i t y 11がそれと同時に後退した

後には，埋めなければならぬ間隙が多く残された。これを埋めるぺく登場した ものが，国際

連合ならびに各種専門機関，各種の国際機関による国際的な責任体制なのである。このよう

な国際的な責任体制を背景として，各国の協力によって開発途上国の発展を図ろうと してい

るところに開発理論の花が咲く 土痩があるのである。

開発理論は新しい学問の分野であり， どのようにアプローチすべきかについては必ずしも

定説があるわけではない。経済理論は， 一般的には，それぞれの時代｛と，具体的な経済的，

あるいは政策的な課題を背景に して，経済学者がその課題をどう把え，どう整理し， どう意

味づけたかを示すものとみることができよう。例えば，アダム ・スミスは，重商主義に対し

て，分業および貿易資本蓄積と技術進歩による生産性の向上を成長の重要な要素として，

自由な市場と競争の原理を重点とした理論を打ち出したのであ り， リカルトは，成長過程に
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おける人口の増大と可耕地の欠乏，収穫逓減の作用等による食糧価格の上昇を指摘し，自由

貿易の主張から穀物法撤廃の実現への理論的根拠を与えた。マーンャルの理論も，ケインズ

の雇傭理論も，それぞれの時代の背景がテーマの中心に生きているのである。新しい理論で

ある開発理論も，時代の要請がその理論構成に影響している。くわしくは後に譲るが，初期

の開発理論には，低開発性の認識と， これからの脱却が主要命頗として採り上げられ，次い

で開発のための実践的な方向づけが主要な課題であった。そして理論の深化と総合化の過程

を経て，戦略論への展開，そして援助理論へと進んで来ている。

何れにしても，その時代における経済の過程を，最も説得的な説明によ って理解せしめる

体のもの，あるいは時代の要請に応えるに最も適合的な方法の提示， これらが理論としての

有効性に直要な意味をもっているのである。したがって，理論的な観察手段をもつことによ

って事態の認識を援けること。これが理論の必要なる所以なのである。

60bservat ion wi thou! theory is wastefuL Theory wi thont observa-

＂ tion is dangerous 

理論はまさに事実の正しい認識のための不可欠の一つの手段なのであるが， とくに開発理論

においては，開発のための戦略的要因である資本の蓄積が重視されるが故に発展の促進要

因，阻止要因の探索と，賓本と技術の相対的重要性の示唆が，その重要な内容をなすことに

なるのである。

2. 開発計画のための実践的処方箋

多くの植民地は戦後政治的な独立をかちとったが，その政治的独立を経済的自立によって

完成させることが，彼等にとっては当面の大きな課願である。そのための手掛りを求めるた．

めの努力が，経済開発理論を求めるという形でも現われたのである。多くの独立国が経済開

発計画を樹立するに当 って，実践的な処方箋としての理論を欲したのである。その場合，彼

等には正しい現状の認識が求められたし，同時に開発の目的，当面の目標を明確にする必要

があった。そして出発点から目標までの過程にVールを敷くことが要求されたのであって，

そのために開発理論が役立つとされたのである。 1 9 5 0年代に開発理論が華やかに論義さ

れたのは，この年代は各国が経済開発計画 （国家計画）を競って打ち出した時代でもあった

からである。

このような理論に求められる内容としては，資本蓄積を何処に求め，如何なる経済組織に

よって資源を有効に活用するかの方途を示唆することであった。そして現状の認識から，
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的に経済の水準を高め規模を拡大することを中心とすぺきか，あるいは社会の構造の改変を

優先的に行なうぺきかの判断もまた実践的な処方箋としての理論に求められているのである。

しかし何れにしても，現にある低開発の状態を如何に認識するかが不明確では，次の手の打

ちょうもないのであって， 目標の設定の仕方も， 自律的な発展の軌道に乗せるための最も大

きな力を何処に求めるかも，それぞれの国によって異な って来る。 したがって実践的な処方

箋としての理論は，それぞれの国の実情に即した形で適用に手心が加えられなければならな

いのである。

II.開発途上国経済の現状と低開発性

1. 世界経済の最大の課題

理論についてのレピューをする前に， 開発途上国のいわゆる低開発性，あるいは先進国と

の所得格差について，その現状を知っておくことが必要であろう。何故ならば，多くの理論

の対象とするところが，その問題であるからである。

所得水準の格差は，先進国と後進国との差異を示す指標ではあるが，例えば 1人当り何百

ドル以上を先進国と言い，それ以下を後進国というか， といった線の引き方は便宜的なもの

にすぎない。したがって世界の国を 2つのグループに区分するとすれば，ポーダーラインに

近い国々は，時には先進国グループに，またある統計では後進国のグループに区分されるこ

とがある。現に国連の取扱いと世界銀行の統計の扱い方では，南司ーロッパを前者では先進

国に区分し，後者では後進諸国の仲間に入れている。何れにしても世界の独立国 13 4カ国

のうち，共産国に属する 14カ国を除き，後進国の数は 10 0に近い。これらの国について

概略計算してみると，次のような結果が得られる。

口 1 9 68年1人当りGDP GDP 人口
USドル ％ ％ 

2,3 2 1 6 5 2 0 

開発途上国 1 9 7 1 3 7 l 

共産圏 ．．． 2 2 ， 
平均 ・合計 8 3 9 I O 0 1 0 0 

また，国際連合は 19 6 0年の総会において， 1, 9 6 0年代を”第 1次国連開発の 10年

The First United Nat ions Development Decade "として，開発途

上にある諸国のGDPの成長率の目標を 5％とし，先進諸国の協力によって，所得格差の縮
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少に努めることと した。その結果はどうであったかというと，次のようになって現われた。

|¥ 
G D p 1人当り GDP 1人当り GDP 人口増加率
成長率 成 長 率 増 加 額

u/ (I ％ USドル ％ 

先進国 5.0 3. 8 1, 1 3 0 1 2 

開発途上国 4.8 2. 2 3 0 2. 6 

つまり，現実には富めるものは益々豊かに，貧しいものは容易にはその貧困から脱れること

が出来ないのである。

国連の中心的な理念は， その憲章前文に示される ” • • •いっそう大きな自由の中で，社会進

歩と生活水準の向上を促進する・・・／＇という文句に象徴されるし ，またすべての国がその目的

のために協力することが提唱されているのである。また世界銀行もその協定の第 1条に，低

開発国の経済発展をその目的として謳っている。国連，そしてその専門機関， さらにOECD

その他の国際機関の活動が，質量ともに低閉発国の経済発展への援助協力に集中しているのは，

この現実と，その使命からみて当然のことであるし， この現実をみれば，かのティンパーゲ

ンが，世界経済問頗の版1匹後進国の開発問題を掲げているのも，充分肯けるところである。

2. 国際的不平等の拡大

より良い生活を望むのは人間の当然の心情である。戦後独立を達成した多くの開発途上諸

国の国民は，従来の抑圧された生活からの解放と，より良い人間的生活への強い願望から，

経済的成長を大きく望んでいる。しかし，人口の急激な増加の故に，生活水準の向上はきわ

めて遅々としている。人口の増加は，労働力として有効に利用されるならば，成長にとって

の促進要因でもあるが，人口の増加は一定の所得水準を維持するための資本の必要量の増大

をも意味するし，逆に消費の面では生産の増大が伴なわない限り，生活水準の低下をも結果

する。

さきに見たような所得水準の格差の拡大， ”すべて持てるものは与えられ，いよいよ豊か

ならんJ持たざるものはその持てるものをも奪わるぺし”（マタイ伝 13章 12節）という

ような現象は，ある意味では冷厳な経済の原則そのものである。国連開発の 10年の努力に

もかヽわらず，所得格差はむしろ拡大し，容易にはこの問題の解決の方向には向いそ うにも

ない。貿易関係を見ても，経済的に有利な結びつき は拡大するが，お互に得ると ころが少な

ければ貿易の関係も後退する。関連開発の 10年において，開発途上諸国の貿易額の，世界
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の貿易におけるンエアを26％から 28％に引き上げようとしたさヽやかなる目標も，結果

的には 20％へと低下した。この間先進国相互間の貿易はますます増大していたのである。

このような貿易面での不利な情況は， 一つは開発途上国の経済の体質が，長い間の植

民地として先進国の経済の中に組み込まれて来たものを，固定的な性格として仲々払拭し

切れないものをも って居り，現在なお旧宗主国との経済的関係に依存せざるを得ない面を

もっているからでもある。また最近における技術革新は，先進国が主としてその先駆的な

利益を享受することになるし， また先進国の保護政策， とくに農業面での保護は，開発途

上諸国にとっては，市場への進出に大きな障碍となっているのである。わが国が近代的な

発展への途を歩み出した頃，生糸を中心に有利な市場を海外に求めることが可能であ った

が，今日の開発途上諸国には一般的には貿易面でのフロンティアはすでに消滅し，逆に科

学技術の進歩の結果としての合成品に市場を狭められて来ているのである。

このような国際的な不平等は，先進国の配慮によってある程度識整することが出来る。

貿易政策によ って開発途上国に相対的に有利な地位を与え， 開発途上国の貿易拡大によ っ

て国内資本の蓄積を促進することも可能である。 1 9 6 4年に第 1回の会議が開かれた国

連貿易開発会議UNCTADがその趣旨のものである。その他，科学技術の国際化，新し

い技術を開発途上国に伝授しこれを利用させることも，識整の手段であり，直接資本の導

入を図ることもその方法である。これらの発展を阻止する要因の除去，あるいは促進要因

の拡大の手段もまた，開発理論の枠組みの中に取り入れられるのである。

III．開発理論の系諸

開発途上国経済の現状についての認識の上に，それを対象 として議論が重ねられて来た多

くの理論を，時代を追 って整理してみよう。

l. 社会学的アプローチ

開発理論は主として戦後のものではあるが，それ以前においても現在の開発途上地域の

経済を扱った論文は多い。しかしその多 くは経済開発を如何にすべきかを正面から取り扱

ったものではなく，むしろその特色，欠陥等の指摘に止ま っていたと言えよう。たとえば

熱帯という自然的条件のもつ特性，地理学的な解明であったり，人類学的な，社会学的な

特異性の指摘と，それらの近代的組織的な経済活動にと っての阻害要因としての役割の強

調であったりする。これは，植民地の経済の抜き難い自然の困難，原住民の人間としての

資質の劣等さの指摘によ って，そこに明るい将来を見出すことを困難にさせるようなもの
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であった。その意味で， この当時の理論の多くが社会学的悲観論と称せられるものであっ

た。

この当時の諸理論の中で代表的なものとしては，地理学的なものとしては，熱帯地域で

の土地の脊薄性，高温多湿による栄養分の流亡，疾病の多いことなどを指摘した。

P. Gour o n, The Tr op i c a I Wo r I d, i t s Soc i a I a n d Econ om I c 

Conditions and its Future Status, Paris, 1957. 

D. H.K. Lee, C I i ma t e and Ee on om i c Dev e I o pme n t i n the 

Tropics, New York 1957. ．． などがある。また社会学的なものとしては，植民地における投汽による二重構造の問頗を

●● 

論じた。

J.H.Boek, Economics and Economic Poliey of Lual 

Societies, New York, 1953. 

ゃ，後進性の根源としての社会学的要因｀文化的異質性，企業者機能の欠除などを論じた

E.H.Jacoby, Agrarian Unrest in Southeast Asia, New 

York, 1947. 

などがある。

2. 低水準均衡からの脱却

1 9 5 0年代の初期には，従前の後進性の根源の指摘究明という領域から脱し， この後

進性を克服するために，如何なるものを加えるぺきかを論ずるようになった。 I 9世紀的

な経済成長の動因が，そのまヽ開発途上諸国での現代的な成長要因たり得ないのみならず

場合によってはマイナスの要因になり得ることも指摘され，如何にして低水準に停滞して

いる状態から脱却すぺきか， またそのために政府の役割を如何に考えるぺきかが，主要な

論点とな った。いわゆる”新正統派的見解”，つまり，（1）開発の主体としての国家の役割，

(2)価格機構の外に計画管理機構の董要性，（3）工業化の必要，の強閑を内容とする理論の拾

頭が，この時期の特色である。

この時期の代表的なものとしては，

G.~.Adler,The Underdeveloped Area, their Industria-

I i z a t i on, New Haven 1 9 4 9. 

P. N. Ro s e n s t e i n Ro d a n, P r o b I ems, o f I n d u s t r i a I i z a t I o n 
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of Eastern and South-eastern Evrope, Economic Journal, June-

Sept., 1943. 

などが挙げられる。

3. 開発政策の提示

1 9 5 0年代前半における開発理論の展開と ，その後の発展にとっ て重要なる意味をも

った時期を画するものとして，この時代の諸種の理論を無視するこ とは出来ない。とく に，

1 9 5 1年国連の経済局でまとめた報告書は，はじめて開発のための諸方策について具体

的な提言を行なったこと，そして必要な資本量の推測を行なったことで，その後の開発理

論の展開の一つの出発点となった。

U.N.Department of Economic Affairs, Measures for the Economic 

Development of Underdeveloped Co;ntries, New York, 1951. 

この報告書はすぐれた 5人の経済学者の共同研究の成果であり，その主要な論点は次の通

りである。（1) 開発の前提としての土地改革社会改革の重視，（2) 教育，人間に対する投

資に重点を指向すること，（3) 資本形成の能力を高めること，ぞのための貯蓄機関の整備

，税制の確立，そして遊休労働力の活用等が主張される。(4) 開発の主体としての政府の

役割の重視。（5) 人口過剰国での工業優先。など。

この他

M.Dobb, Some Aspects of Econanic Development Dehli, 1951. 

R.Nurkse, Problems of Capital Farmation in Underdeveloped 

C ou n t r i e s, 0 x f or d, 1 9 5 2. 

なども，後進性の指摘ではなく，むしろ開発の動因としての資本形成の在り方，資源の利

用を促進する組織の問題を論じ，政策的な示唆を行なうものであるが，多くの理論が工業

化の主張を中心とした新正統派的見解に立つものであった。

これに対して，閑業を貧困と同一視することを強く批判し，急速な工業化の誤りを指摘

し，農業生産力の増大を重視したバイナーなどの見解は，古典派的な立場からの新正統派

的見解への批判でもあった。

J.Viner, International Trade and Economic Development. Oxford, 

1953. 

なお，このような開発の諸方策の提示は，かつての社会学的な悲観論とは逆に ，開発の
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可能性とその動因の強調であるために，経済学的楽観論と呼ばれるが，この楽観論に対し

て，後進性の強調と，早急な工業化による福祉への逆効果を論じたフランケルの理論も無

視できないものがある。

S.H.t!'rankel, The Economic Impact on Underdeveloped 

Societies; Essays on International Investment and Social 

Changes, ぐ;(ford, 1953. 

いづれにしても，この時期の諸論には，幾つかの傾向，アプローチの仕方の相違がみら

れ，共通の議論の地盤が未整備の状態が反映されている。それだけに多彩な理論が競い合

った時代でもあった。

4. 閲発理論の・深化

I 9 5 0年代の後半から 19 6 0年代の初期にかけて，数多くの多彩な理論がある程度

整理され，さらに新しい学問の流れをも取り入れて，理論的な深化が行なわれた。もちろ

ん新正統派的見解はそれなりに整理され深化されて来たし，古典派の理論もそれなりに継

承発展して来た。とくにこの時期について強凋しなければならないのは， “sectoral

approach”すなわち国民経済の 二分門分割による分析と，臣業，非農業間における資源

移動が如何に制約されるかに焦点をおいた理論が現われて来たことであり。新しい成長理

論が開発理論の中に大きな役割をもつようになったことである。その代表的なものは

A, Lewis,The Theary of Economic Growth, London, 1955. 

である。

また開発途ヒ国における発展の初期条件のちがい，発展の各段階が同時併行的に現出し

ている現状等に行目して，如何にして速やかに自律的な発展の軌道に乗せるかについての

議論が多くなされたし，そのために発展の革新的動因を如何に把握するかが，その焦点で

もあった。例えば，ポネーは内部的な革新的動因のみでなく，外からの革新的な力の有用

性を強調して ImpI ant at ion Deve I opmentを強調し，

A.Bonni, Studies in Economic Development: With Special 

Reference to Conditions in the Underdeveloped Area 0f 

Western Asia and India, London. 1957. 

また，ライベンシュタインの臨界限少努力 criticalminimum effっrts,ローゼンス

タインローダンの強力な一押し big push などの理論も革新的動因を論ずるものである。
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H.Leibenstein, Economic Backwardness and Economic Growth・ 

Studies in the Theory of Economic Development, New York 1957. 

社会学的なアプローチを結合した理論の体系を示すものとしてはミュルダールがある。

彼は先進国，後進国間の不均等の拡大に行目し，資本が有利な条件をもつ先進地域に集

中し，後進地域よりはむしろ流出する傾向のあるこどを，賓本の拡張効果，逆流効果とし

て指摘し，西欧的な銭点による理論構成に対する批判を加えている。

G.Myrdal, Economic Theoryand Underdeveloped Regions, London, 

1 9 5 7. 

また彼の新しい著書アジアのドラマにおいて制度的分析の重要性を強調したのも同じよう

な考え方の発展である。

O.Myrdal, Asian Drama: An Inquiry into the Poverty of Nations, 

New York, 1968 

ヌ）レクセカあるいはライベンツュタインなどが，腹業と工業との相互の均衡発展のため

の革新的動因の指摘をしたのに対し，投賓が所得造出的効果，生産力創出効果，附加的投

資誘発効果（補充効果）をもつことを強調し，新しいエネルギーを発展方向に重点的に流

し込むことを主張したのがハージュマンであり，これも理論的な一つの進展を示すととも

に戦略的な実践論への橘渡しをする重要な理論の一つである。

A.0.Hirschman, Strategy of Economic Development, New Haven 

1 9 5 8. 

5. 政策論への傾斜

1 9 6 0年代に入ると，それまでの戦後の変動的状態からの脱却，朝鮮動乱などの変動

要因の影響の減少から，経済の動きも次第に安定的な成長傾向を辿るようにな った 国連

開発の 10年という運動もまた，このような背景においてこそ意味のあるものであっ た。

このような情勢は，各国での経済開発計画に，長期展望的要素を盛り込ませることになっ

たし，このような積極的な計画が可能になったのも，過去における投資の累積的効果が現

われ始めたからでもある。

このような傾向の中で，国際機関での開発計画に関する作業も，たとえばFAOの

Agrii:;ultural Commodities: Projections for 1970, Rome, 1962のよ

うな予測作業という形をとり始めたし，日本でもアジア経済研究所が’'アジア経済の長期
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展望＂を出したりしている。

このような長期展望的な計画の手法は，近代的な成長理論によるモデルの設定を特色と

するもので，その中で望ましし・ヽ成長率，貿易依存度を目標として指定し，投資の必要鼠を

測定する方法を中心として行なわれたのである。そのモデルの設定には，当然のことなが

ら政策的な与件の設定が必要であり，政策のあり方，経済組織の動かし方，対外関係の調

整など，政策論を中心とした開発論の展開を召くこととなった。たとえばミントの開発政

策の選択に関する理論展開，ラニス，フェイの労働力の工業部門への動員論などは，戦略

論としての開発理論と言うことができよう。

Hla Myint, The Economics of the Developing Countries, London, 

1 9 6 4. 

R.Prebish, Toward a Global Strategy for Development, New York 

1 9 6 8. 

J.Fei and G. Ranis, Development of Labor Surplus Economy : 

Theory and Policy, Homewood, 1964. 

6. 援助理論の展開

1 9 6 0年代の開発理論の中心的な課題である計測的な手法による必要資本最の推計は，

当然のことながら，国内汽本形成の不足 ，したがって外部賓本導入の必要を強調すること

となったし ，またUNCTADで貿易面での国際的調整による開発途上国での外貨獲得力

の強化と併行して，賓本援助の苗極化が国際的な課題となった。 OECDの開発援助委員

会(DAC)が先進諸国に対し，その国民所得の 1％を対外援助の目標額とすることを勧

告し ，また世界銀行の要請によって援助の問題を検討したビアソン委員会も，その報告

で同様な援助の目標を提示した。わが国でもこれらの動きに対応し，海外援助条件の緩和

とR的拡大を公に約束し， 19 7 5年には国民所得の 196,40位ドルを開発途上国の援

助に振り向けることとしている。

援助については，開発に必要な資本伍を如何に見るか，その資本filが国内資本形成でど

の程度賄えるかが当然問頗にされる。この援助鼠を考える場合，一定期間における開発投

汽額と貯菩可能額との差として打出する方法と，開発投資に必要な外貨部分の不足，すな

わち貿易収支尻の赤字一成長が速やかであればある程，輸入の増加率は高まり，それだ

け貿易の赤字が増大する可能性が大きいーによって，それを埋める外貨鼠を援助必要皇
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とする方法がある。しかし援助祉がそのように定められ，仮りにその援助が行なわれたと

しても，開発途上諸国に有効にそれをつかいこなす能力があるか，開発政策の実施を阻げ

る要因が資本の有効な使用を阻げるのではないか，などの問題がある。

チェネリーとストラウトは，開発途上国経済にみられる生産構造上の大きな硬直性に着

目し ，熟練労働 ，組織，経営能力の不足から考えられる制約としての 9 技術的制約 9 と，

国内貯蓄率を高める面における＂貯菩制約 II 'そして賓本財輸入を制約する外貨不足 ，す

なわち 9外貨制約 9の 3つの制約を指摘する。 またマイクセルは，援助の機能として，特

定な人的，物的資源の一時的限界的不足の克服，戦略的活動の促進と，より高い成長率実

現のための不足資源の補頃，の 2つの機能を挙げるとともに ，各国の開発の段階に応じた

援助形態，また開発のパターンに応じた援助方式の必要を強誨している。

H.B.Chenery and A.M.Stront, •Fore ign Assistance and Economic 

Develop men t• American Economic趾 viewNo.56, 1966. 

R.F.Mikesel I, The Economics of Foreign Aid, Chicago, 1968. 

以上は理論的な面での援助の在り方の論議ではあるが，実践的な面では，いわば援助競

争的要素が多く，必要以上には的なものが強調される傾向なきにしもあらずである。日 本

が 19 7 5年までに 40億ドルの援助目標を達成するということは，一つの努力目標とし

ては当然だが，問題はその質，内容であって，マイクセルのいうように，段階とパターン

に応じた援助についてよく考えるぺきであろう。

IV.いくつかの開発理論の統一的理解

1. ヒギンスのモデルによる説明

開発理論の変遷とその内容を概説して来たが，最後に近代的戎長理論を援用して開発理

論のいくつかを統一的に理解することを試みよう。ベンジ ャミ‘ノ ・ヒギンス (B.lliggins)

はその著EconomicDevelopment (1959)においてハロッド＝ドマー）レ・モデルの

開発理論への一般化を行なっている。そこで用いられているモデルが図示したものである。

図の横軸は 1人当り所得水準 Y/Nを示し，縦軸は各曲線の示す内容の国民所得総額に

対するパーセンテージを示す。なお n曲線は人口増加率で国民所得との関係ではない。こ

の曲線は出生率と死亡率の差であるが ，人間のもつ出産能力には限界があり，死亡率低下

の傾向はあるにしても， n曲線は傾向としては一定の線（ 3%程度）で頭打ちするとみて

よいであろう。しかし人口の増加は生存所褐水準ys の近くでは 1人当り所褐水準によ
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って増減すると考えられる。 S曲線

は社会全体の貯菩を国民所得に対す

る割合（貯蓄率）で示したものであ
，，， 

I 2 

る。 R曲線は任意の 1人当り所得水 I I 

準を維持するに必要とされる資本屈 1 0 

を国民所得のパーセンテイジで示し
， 
8 

たものである。も し人口が△Nだけ 7 

増加するならば，他の条件を不変と 6 ~ t, 
して，この人口増加分を同じ所得水

5 ．． 
準に維持するには，ほ ・△Nの資本

4 

3 

置の追加を必要とする。これを国民 2 

所得Yとの関係で示せば， R曲線は

R 

r
o
 

•一n

R=}贄で表現される。このこ

とは資本の必要はは汽本係数［と人

口増加率令りに依存することを示す。人口の増加に伴って資本必要

y2 y3 
y
-
N
 

は増加し，さらに社

●● 

会資本の充実，工業化投資の拡大が増加すれば ，R曲線は急速度で上昇する。R曲線の上

昇によって当然 S曲線を越えることが考えられ，また人口増加の頭打ちによってR曲線の

上昇が鈍化すれば， S曲線の下に落ちることが考えられる。

そこで S曲線と R曲線との交点Y1,Y2,Y3 について考えてみると， Y1 とY3 とで

は，所得水準を多少引上げる（右に動かす）としても，必要資本伍が貯蓄を越えてしまう

ので旧に戻らざるを得ないし，逆に左に移動させれば，貯蓄は投資に吸収されて所得水準

の上昇を結果して結局yl • y 3に落着く。店の点では上記の逆の関係になって Y2 の近

くではつねに Y1, Y3に近づこうとする力が働いている。したがってyl I y 3を安定的均

衡点となり，店は不安定均衡点である。むの点を越えれば上位にある Y3 に急速に移

る可能性があり ，むに到る前は逆に Y1 に戻る可能性が大きいのであるから， Y1 はネ

ルソンのいう II低水準均衡のおとし穴",あるいはマルクセの”貧困の悪循環 nという現

象を示す。また Y2 を越える努力が ，ライベンンュタインの II臨界最少努力 11 ，あるいは

口ーゼンシュタインローダンの 11big push"などの意味として説明出来る。
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2. 資本の蓄積と賓本産出比率の低下

S曲線と R曲線とのパランスをうまくとることが，一つの開発計画の目標になるわけで

あるが， S曲線の上昇には国内資本形成率の上昇と外部資本の導入とが考えられる。また

R曲線を相対的に引き下げるには，人口増加の抑制と，資本係数を引き下げることが必要

である。このうち資本係数の引き下げには，資本の追加杓投入の必要が少く，しかも出産

カの高い技術の弓入（労働集約的技術）と，一般的な教育 ・技術水準の向上による生産性

の上昇，そして外部経済の拡大による効果を期待しなければならない。

臨界的最少努力の命題は，戦略的に最も必要とする段階で，必要な汽本その他の資源を

適時に投入する努力の必要を述べたものであり， big push の命題は大きな投資によっ

て農業 ・工業の何れもがその市場を拡大するような契機を生み出すことを述ぺたものであ

る。これらは先に述べたように，如何に応の不安定均衡点を突破すぺきかについての理

論的な構想を，とくに S曲線の上方ンフトの面で述ぺたものと言える。逆に R曲線の下方

ンフトの問題としては，比較的資本の必要見の少ない農業部門で，その只銀水準を一定に

抑えながら生産性をあげ，積極的に余剰労働力を他の部門に資本として転用しようとする。

余剰労働吸収の命縣が考えられるし，最近のGreenRe vo I u t ion といわれる現象にお

ける農業の新しい技術も， R曲線を引き下げる役割を果しているのである。

お ゎ リ こ

以上，開発理論の展開について解説したが，理論はあくまで事態の推移を分析し，論理的に

把握するための手段であり，また同時に計画あるいは政策立案のための根拠となり得るもので

ある。したがって理論は現実を離れた形で取り扱われてはならないし，理論に立脚した政策は，

個々の国々の実情に即した形で，その段階に応じて立案され実施される必要がある。

．． 

●● 

質 疑 応 答

（質） 封建的な社会構造（慣習を含む）の改革は極めて重要であると思われるが，基本的に

は，どのような手段で，どのような効果を挙げているか，実例があれば示されたい。

（答） 一般論として社会的な改革が必要であるということはできる。多 くの場合，社会的慣

習や非経済性が要因となっており，これを除去することが必要であるが，実際には困
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難である。

最近の例として，ァジアでの器地改革を見ても判る。

成功の例として，日本・台洒の嬰地改革が高く評価されているが，それとても素直に

に自然に取り進められた訳でなく，日本の場合，占領という異常事態のもとで，しか

も戦前から小作法が確立されていたためであり，台湾の場合は国民政府の治下に入っ

て，アメリカが経済的に大きな援助を行ったというあらゆる条件のもとに成功したも

のである。

その他，アジアで腿地改革を試みたが，成功した例はあまりない。

ベ トナムにおいては，ペトミンがその解放地域で実質的な改革を行なった後，ゴー

ジンジェム政権下で ，地主の所有形体を一応認めるよう形で新しい閑地改革を試みた

が，成功していない。

また，東西両パキスタンで 19 5 0年前後に，農地改革をやっているが，東バキス

タンでは，地主階級は大部分ヒンズー教徒であって，インド領に去ったために結果的

に閑地改革ができた。

西パキスタンにおいては，法律として，土地の所有制限があり， 1人当り，灌漑地

域で 50 0エーカー ，非灌漑地域で 1,0 0 0エーカーの所有を認めているが， 1家族

となると，この制限とは無関係に所有されていて実質は伴なっていない。

ところで，経済発展の速度から見れば，農地改革の成功した東パは劣等生で，改革

のうまく行かなかった西パは後進国の中では経済発展上の優等生である。

私は，これについて思うに， 一つは資本をいかに蓄積するかの問頗に繋がるのでは

ないか。即ち賓本を菩栢する能力の問頴であ り，他には社会構造を改めるにしても ，

過去の経緯を考慮した公正公平な配慮が払われていることに因るのではないかと思う。

そのため，貯蓄部分が退蔵に向かわないで，投資に有効に向けられたものと考えら

れる。

インドとかパキ スタンでは中央政府がPlanningをし，実行は州政府が行なう。

ロストーがい っているように，離陸のためには，中央集権的，能率的な政府がある

ことが必要であり，これを地方に浸透実施するところのローカルリーダーが育成され

なければならない。

開発には教育問穎を含めた遠大な計画が必要であるかのようになるが，要は，少＜

とも方法としては，ロ スト ーのいうような，中央集権的政府により，在来的に持って
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いるポテソンャなものを発見し，開発計画を立てることであると思う。

なお，質問の実例として ，国際的に認められているものは ，

① 台湾の腹地改革， ② 東パキスタンのコミラ方式， ③ スーダン ・ゲッツィ

ラの例 ， ④ ラテンアメリカ，ペルーのヴィコス の 4つが，モデル的な改革の成

功例である。

（問） 1国の投資総額は， 多数のプロジェクト（開発事業）に対する投資の合計と考えられ

る。この 1つ 1つのプロジェクトが当初のスケジュー）レ通り実施され，期待通りの産

Y 
出をもたらされなければ，総計としての投資効率が低下し， ーが低くなる。そこで，

K 

プロジェクトの発案，企画 ，実施の手法を磨くことが重要と思われるが，「計画立案

論」の方面の現状を紹介されたい。

（答） 適確に答えられないが，比較的権威あるものとして， FAOが 19 6 1年頃から， 1

年おきぐらいに開発途上国の人達を集めてPlanningとtrainningをやっている。

そのテキストが 13~1 4号まで出ているが，それに色んな分野のことが，具体的

な立案と，手法的なものが載せられている。これは実際的な問題についてであって，

理論的なものではない。

器村開発論となると ，それぞれの分野で， 研究はあるが，バキスタンのコミラーの

例については，ミンガン大学がいろいろ研究している。Community Develop-

m ent方式を見るには，このコミラを参考にするのも 1つの方法と思う。

勝村開発論で，新農村建設に関連し，村を経済活動の単位として論述しているのは，

総合農業研究所長渡辺兵力氏のものがある。

汽本の生産性が低くなる原因として，（ロスが多くなること） （いかに計画を緻密に

して実地にたづさわる人達が能力がなければロスが多い）を考慮すれば製家の リーダ

ーを教育することが大きな課題であると思う。

以上

（文貨 在財団 ）
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熱帯畜 産と家畜 衛生

日本食肉協議会副会長
元畜産振興事業団副理事長 田 中 良男 氏

はじめに

．． 私は過去 40年の畜産歴の中で， ヨーロッパ・中近東 ・アフリカ ・東南アジア ・中共等の国々

を歩いているが， この体験から，いわゆる発展途上国では高度の技術よりも，むしろ広い知職と

常識が重要だと考えているので，皆様の御活躍の一助となればと考え， 自分の体験を織りまぜて

話を進める事とする。

●● 

I.戦後の世界畜産の動き

何よりもまず大きく世界の動きを知っておく必要がある。

畜産の専門家として各国に派遣された掲合につき当る困難を解決する場合には，何よりもま

づ広い知識が必要と考えられる。

日本でも昔は牛 ・馬とも役畜的役割が大きか ったのであるが，最近は閑業が機械化されてき

て，この役割がゼロになり，全部が畜産食品生産という方向に向いつつあり，昭和 30年頃ま

での畜産と現在の畜産では内容的に全く異っている。

例えば，昭和 30年頃の肉・乳 ・卵の需要紐と最近のそれを比べてみると，それぞれ5~6

倍にも拡大しているが，それに見合うように畜産経営の変化も起 っており，馬・山羊・羊など

畜産食品生産からみるかぎり産業的な価値を失なっている。反面，酪農，養鶏 ・養豚が大いに

発展してきている。特に意外であったのは，従来役 ・肉用牛として養なわれていた和牛が純然

たる肉牛と変ってきた事である。 しかし， 日本殷業が本質的に零細性をもっため生産コストが

かさみ消費者価格の上昇という結果をもたらし，大きな社会問題となっている。一昨年の国内

生産は 26万トンで輸入が 2万3,000トンであったが，昨年には 4万トンと輸入が急増の傾向

にある。長期展望では 5~7年先には牛肉だけで 10~I 5万トンの不足となると予想される。

どこの国でも畜産は大きく変っているが， 日本の畜産は世界で例がない位激しく動いている。

世界の先進国では品種改良，飼料管理と衛生管理の改善がすヽみ生産性向上がすヽんでいる。
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乳製品肉及び肉製品の動きをみるとこれがはっきりする。乳製品の需給規模は次第に大き

くなっているが，近年大きな問穎となったのは脱脂粉乳とパターでの需給異変である。

第二次大戦後の動きをみると，乳牛の頭数は増えていないが品種改良 ・飼養 ・管理や衛生の

改善により乳位が増え，脂肪の生産はが大きく伸びパターの過剰傾向が目立 ったことがある。

酪農が行なわれているのは先進国が主体で，後進国では発展がおくれている。先進国では国

民全体の食料事情がよいので所得が増えたとい っても，酪農製品に対する需要はあまり増えな

いので少し増産されるとすぐにだぷついてくるという状態にあった。たまたま経済の成長につ

りあうように閑民の所紺を伸ばすために価格政策が重点的に採られ，つもりつも ってパター等

の酪農製品の慢性的な過剰がおこったようである。 19 6 5 年から数ケ年間 E • E • C で脱脂粉

乳とパターの域内在庫が異常に増え，これを除くために，輸出補助金をつけたり，食料援助と

して後進国に送ったり，家畜のエサとして処分する結果になった。

数年前から EEC諸国は，マンスホルト氏の提案が示すように，国際競争力を高め，域内の

需給の調節をすることができるようにするために，経営規模拡大を中心とする構造政策を打ち

出している。その一環として乳牛を計画的に と殺することとし，これに対する補助金を出した

り して い·みこれらのことによって 一昨年 • 昨年と EE C 域内の乳製品の需給事情は著しく改善

されました。

しかし本質的には，先進国では動物性脂肪は多くとると高血圧になるとかコレステロールが

増えるとかいうことで需要は伸び悩み， 一般的には乳製品需要は頭打ち状態にきている。

世界人口の大きな部分を占める開発途ヒ国には飢餓線上にある人口が多いわけでそのために

脱脂粉乳を利用するとすれば乳製品の潜在需要はまだまだ大きい o しかし，後進国では自分で

お金を出して買うという状態でなく，需要位は大きいがまだ顕在化していない。

以上のような理由から， ヨーロ ッパ ・アメリカ ・オセアニア等の畜産の動向をみると，賂閲

には若干かげりが見え牛肉生産に注目が集る傾向とな っている。

そこで牛肉の需給事情にふれることとする。

世界の食肉の内約 4,000万トンは牛肉であり，各国とも経済の成長に伴い牛肉の需要が増加

しているのに，生産がこれに追いつかなく牛肉の相場がジリジリと上昇してきているのが実状

である。

OE LD• F A O の長期展望によれば， 8 0年 ・85年の時点では実に相当な不足が予想さ

れており， 一部の先進国ではすでに酪殷にプレーキをかけて牛肉生産に拍車をかける国さえみ

うけ られています。
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食肉といえば当然牛肉・豚肉・プロイラーが主体でその中でも一番需要の多いのが牛肉であ

る。もちろん食肉の生産はどの国でも行なわれているが．輸出できる国となると非常に限られ

ている。

各食肉生産の特色は次のように大別される。

牛肉生産は牧野面積が大きく， しかも家畜数が多い国が適しておる。従ってその数は限られ

る。しかも生産国と消費国が分れており，そのパランスを図るため総生産量の約 5％が，国際

間の貿易）レートにのっている。

豚肉は大陸間の貿易は少なく大陸内での貿易が主体を占めている。更に生産はに比較して貿

易鼠は小さい。日本が数年前 3-4万トンの豚肉を輸入した時にみられたように世界で 1, 2 

位を占める生産国であるアメリカの市場相場さえ狂わしたという位であり，その年間貿易旦は

豚肉として 40 万トン，かん詰•ベーコン等を含めても 1 3 0万トン程度でしかない。

プロ イラーもアメリカ・デンマーク・オランダ・中国・東欧諸国といった限られた国から，

西ドイツを中心に一部わが国や香港など輸出されているだけでまだ大きな貿易量とな っていな

い。

後進国で牛肉を若干輸出している国といえば南アフリカ， マダガスカ）レ， ローデンアなどが

あるがその比重は小さい。乳製品等となると全く別で輸出は全くなく，逆に乳裂品の中でも脱

脂粉乳とかコンデンスミ）レクなどは先進国から大量にしかも多くの国々に輸入されている。

各国の畜産は，国際情勢の変化を反映して大きく変りつつある。

例えば，デンマークは農産物，特に大量の畜産物を英国とかEEC・アメリカに輸出してい

たが EEC各国が統一価格を採 ったり，英国が養鶏奨励政策を採ったりしたため，畜産物の生

産や輸出に影智がでている。当然新たな市場を求める必要が生じた。新な市場を求めるために

は品質か価格の面で競争せざるを得なくなるし，市場が求められなければ生産が衰えることと

なる。養鶏業が停滞的なのはその例でないかと考える。

イギリスがEECに加盟がきまり相次いでヨーロッパでの畜産国アイルランドとデンマーク

も加盟するという動きが出ているがこのことによって EECと他国間の畜産物の貿易も大きく

変ることが予想される。牛肉についてみると域内での自給度が高まり域外国からの輸入は二義

的になるだろう。ユーゴ， ポーランド，プルガリア， ）レーマニア等東欧圏諸国はこれまで経済

建設のため自由圏諸国の外貨を手に入れる必要があり，このため飢餓輸出を行な って来た傾向

があるが， EECへの輸出がむづかしくなれば今後もこの目的のために新たな輸出先を見つけ

なければならなくなるのでないかと思う。
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この場合わが国が将来の輸出市場として注目されるのは当然のなり行きであり現にその動き

さえ出始めている。

中共に口蹄疫の発生があるかないか世間でいろいろ取り沙汰されていることは御承知のとお

りである，私は心配がないとみるのが妥当であろうということを前提に慎重な配慮を払えば豚

•山羊・ 羊 •牛の肉を輸入して も良いと主張したけれども色々の事情でいまだに精肉の輸入は

解禁されていない。しかし，昨年末中国の国連加盟が決って中国が国際社会に復帰した。こう

なると国際間の交流も多くなりその結果輸入禁止問題が再検討されるのも遠くないように考え

られる。輸入が可能になれば牛・豚・羊等の莫大な資源国として世界の食肉需給に大きな影磐

力をもつ国になるだろう。 • 

以上のように畜産の情勢も国際情勢や需給事情の変化によって大きく影響されているという

事が理解されるだろう。

rr．各国の畜産の背景

先進国 ・後進国を問わず各国とも畜産の生産性の向上を目ざして懸命な努力をしている。

日本でも牛肉資源に不足をきたし近年乳牛のオス子牛を育て肉牛として利用する事業がさか

んになって来たが， ヨーロッパではすでに 20年以上前から行なわれていたことである。

ヨーロッパの畜産は経営規模がそれほど大きくないため，秘嬰により他産業従事者との所得

を均衡させるためには，生産性を高めねばならず，乳の生産だけでなく，J牛肉生産用として乳

牛のオス子牛も育て，又，乳牛そのものも肉利用の面で有利なものに改良する方法がとられて

いた。

ヨーロッパがそんな方向に進んでいるのに他の酪農国であるアメリカ・オーストラリア・ニ

ュージランドがどうしてこういう事をやらないかという事が疑問であったが 10年位前からこ

れらの諸国でもこの傾向が現れはじめた。

要はいままでのように乳一本で勝負をする酪嬰の殻を打破って酪農を多角化し， より総合生

産性の高いものを追求する方向に向っている明確な現われであると思う。

ランドレース種の豚といえばデンマークのランドレースが 思い浮ぷ。デンマ ークのランドレ

ースはより有利な ものを求める長い間の努力の産物である。この品種の造成改良には 70~ 

8 0年の歴史しかない。特に最近40~5 0年の間に現在みるような立派な豚が完成している

し，現在も休むことなく改良が進められつつある。

私はオランダの酪農を昭和 26年から 4~5年おきに 5~6回見ているがホルスタインの平
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均の脂肪率が20年前には 3.5％であったのが現在では 4％となっている。経済検定，種牡

の後代検定と人工授精をうまく組み合わせ計画的に改良を続けた努力の結果としか考えられな

い。

咋年もオラ、ノダを訪れ最近の畜産事情を詳しくきく機会があったがこゞでもデンマークと同

じように乳牛を牛肉賓源として重視しようとする動きの出ていることを知った。

ある人工授精祈々長の話によれば「登録されていない乳牛に肉牛（ンャロレー）をかけ合せ，

できた子牛はすぺて肉牛として利用しようと計画している」という事でした。又種畜業者の

家へ行った時丸太棒に足をつけたようなホルスタインがずらっと並んでいて「オランダの酪農

もそう遠くない中にこの型の牛が酪閑の中心となるであろう。」というのをききました。

一見して先進畜産国の畜産経営も日本のそれと変りがないという人がいるが，長い歴史がある

だけに経時的な変化をたどってみればはっきりとその進歩の跡がうかがわれます。皮相な観察

は誤りをおかす危険があるでしよう。

いわゆるアメリカピナは大きな規模で遺伝学を基礎に雑種強勢の理論を応用したものだと思

ぅ。

日本でも各都迎府県の佳如試験場や国の牧場が行う改良で増殖や試験を一つの意識の下に

結渠して進めて来た結果相当な効果があがり，経済性からみてアメリカピナに負けない品種が

育成されたと承知している。

いままで述ぺてきた事から分るように，すぺての国がそれぞれ国情に応じて畜産の生産性向

上に努力している事実を忘れてはならない。

各国とも畜産の生産性向上のために努力をしているのではあるが，事情を知らないものから

みたら，何と非能率な事をしているのかと考えさせられる事が，特に後進国の場合に多い。

終戦後日本が東南アジアの各国に賠償の支払をはじめた頃多くの国が望んだのは重工業の

振興を意図するものであったが当然のことながら成功しなかった。重工業が発展した先進国に

はこれを支える巾広い基盤が整っているのを忘れた発思で基盤ができていない後進国でうまく

行くわけはない。

畜産でも同じ事が言える。すなわち，近代的な畜産はピラミッドの頂点に位置するものであ

り，基盤があって初めて成立するものである。ところが後進国にはこの基盤がまだ確立されて

いない。これらの点をよく理解せず自分の国を基準にして他の国のことを判断するととんでも

ない誤りをすることになりかねない。

例えば水牛の問題がある。水牛は土地改良が進まず，その中で農業が行われている後進国で
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は，農業上非常に重要な家畜である。水牛は牽引力や 曳力が強く，湿田での耕転に適してい

るからである。

このような点を考えると，その国の政治 ・経済 ・社会の情勢など巾広く背景を考えた上でな

いとその国にどの家畜を導入したらよいかなどという事を軽々には言えない。

家畜の環境条件に対する適応性はかなり大きい。新しい土地の条件によく順応するようであ

る。例えば，西日本では高温の続く夏になると乳牛の泌乳位が減少するので，我々は熱帯では

乳牛はだめだと思いこんでいるが，台湾での例をみると高雄にある牧場では弓入初年目の乳

はかなりおちるが二年目以降にはかなり回復し日本の水準に近い泌乳はを示すようになる。

タイに設けられているタイ ・デンマーク閑場の成絞からみると産乳祉の少いタイの牛でも赤 • 

デンマーク種乳牛の血はが I2.5~2 0％入ったものになると現地の苛酷な条件にも適し泌乳

鼠もかなりの水準を示している。

温度が一年中 40℃近くになるアメリカでもレグホソ種の鶏やメリーノ種のめん羊が飼われ

ている。これも導入初年目には産卵昼が低下し事故率も高いが 2年目には環境に順応してかな

りの程度まで生産性を回復するといわれている。

ピルマでも輸入した産卵鶏の飼養図境の改善即ち飼舎の床を高くし風通しを良くし熱い直射

日光をさける厚い屋根を作るなどの工夫をすればかなりの能力をしめしている。

2低 5千万頭の牛と水牛をもつインドでは宗教的関係から殺生をやらないので有名である。

これらの牛と水牛が経済的に活用されたら印度の経済は面目を変えるだるうといわれている。

ところがインド政府の高官に聞いたところ「成年層の間では宗教的に依然として，牛を神とし

て考えているが，若い人達にはこの考えが薄らぎ牛をいじめもするし牛肉を喜んで食う傾向が

出ているのでやがてこれら若年層の人達の時代には状勢は一変するでしよう。 」とのこ とであ

る。

後進国の畜産を考える場合忘れてならない点は離島など一部を除いて熱帯地域には伝欠病が

非常に多い事である。畜産を考えるときまず第一にこのボを十分念頭lC入れておかねばならな

い。一寸見るだけでは分りにくいが，現地に居ついてみると痛切に感ずるようになる。

農民自身も伝染病のおそろしさをよく知っている3 牛疫といって死亡率が高い伝染病がある

が， この伝染病の予防に当 っている人は治安の悪い所でも生命の危険は全くないとさえいわれ

る。

伝染病を予防し治療してくれる人に対して．強い感謝と信頼を寄せる という話がいろいろ伝

えられている。私自身もその経験をもっている。
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1[ 日本人技術者の長所と短所

発展途上国に来ている外国人技術者をみると，

(1) われわれ日本人に比ぺて 言葉のトラプルが少いこと。

(2) 多くの現地の官吏その他が欧米で教育を受けていること。

(3) 以前に支配国と被支配国の関係にあ ったことから多少の交流があること。

(4) 欧米人技術者のなかには発展途上国で勤務を通じ現地の実情に良く精通しているものが多

いこと。

などわれわれに比ぺてかなりの利点をも っている。日本人の場合はまだまだ外国での経験者が

少なく技術水準が高いにもかかわらず充分に機能を果すにはいろいろの困難がつきまと ってい

る。

日本ではよく組織化されており，閑家も熱心であり，又いろいろと汽金調達の道もあるが後

進国では意欲はあっても組熾は不完全，その上行政制度もおくれ資金手当の方法もないなどな

かなか意のま＞にならないことが多い。

日本人の畜産技術水準は私のみるところ個々の技術たとえば飼科栽培，飼養管理，衛生など

世界でもト ップクラスにあるので卑下する必要はない。しかし，近年はかなりの規模の養鶏・

養豚が行なわれてきているものの，ごく近年までは日本農家の小規模な畜産に対する技術であ

れば足りたため外国の畜産のような大きな畜産を営むための総合的な技術の点で見劣りする点

がある。発展途上国の場合も先進国のそれと異質ではあるが日本のそれとはかなりちがう。後

進国の畜産を援助するにしても広い知識があっての技術でないと効果は表れにくいのでないか

と考える。 日本人は小さな規模の場合技術を駆使する点ですぐれているが大きなものをこなす

訓練が全然できていないので力不足を感ずるのではあるまいか。

私の友人をみても外国人専門家は専門以外の広い常器をもっているが日本人の場合は専門以

外知らないことを当然と心得ている専門家が多く現地で大きな仕事をする場合問題がありそう

である。

スーダンに行った時， イギリス人の設計による工場を見た事があるが政府の役人の話では

”何から何まで外国から買わなければならない上，部品一つ輸入するにしても国内での輸送事

情が悪いので非常に時間と金がかかる といっていたが後進国では一事が万事この調子でいた

る所に溢路があるという事を念頭に置いておかねばならない。日本のつもりで計画し準備した

のではウンザリしてしまうにちがいない。

もう 一つは言葉の問題である。語学力があることが望ま しい。語学力が十分でないと議論や
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説明ができずせっかくの技術や理論が正当に評価されない。しかし，実力さえあればこんな事

は努力によって解決される。少し訓練をすればあとは度胸が物をいうだろう。

IV 発展途上国における畜産

発展途上国といっても非常にパラエティに富んでいるため概括的に述ぺる事はまず困難であ

る。

一般に，南方の牛といえばセプー系統であるが各国の中でも更にバラエティに富んでいるた

めどの国のものはこれだというふうに断定的に述ぺる事はできない。

日本人に比ぺていろいろ有利な外国人技術者でさえ現実に現地の事情とかなりかけ離れた仕

事をやっている。直接結びつかないような基礎的な研究とか現地技術者教育とかをやっている。

ある程度援助の受け入れ体制ができている国ではこのような方法も有効であるが体制のできて

いない国では単にそのこと限りのデモストレーンョンの範囲に止 っているのではあるまいか，

これは日本の技術援助の場合にも当てはまることで，ある程度進んだ国では技術者の仕事が相

手国にすぐに役に立っているが，まだそこまで行っていない国では効果がなかなか現われてい

ない。

約 10年前日本人技術者が先頭；こ立ってカンポジアで牛疫撲滅に成功したことがありこのこ

とは世界の関係業界では高く評価されているが， このような例はめずらしい。何といっても技

術者のもつ知器・技能・経験が十分発揮できる体制ができてない国が多い，そこで， まず国々

の事情をよく知り“人を見て法を説く’'ことが必要といえそうである。

熱帯諸国では日本と異なり体力の消耗を補う必要から，肉とか乳を思いのほか多 く摂取して

いる力＼輸送，冷蔵，処理の施設が未発達のため，生産物の広域流通の方法が極めておくれて

いる。長距離輸送は勿論できないので，畜産物流通の範囲は限られる，水牛や山羊等の乳を搾

って蓑っている風最がいたる所に見られる， 肉も又同様で日中の高温をさけるためか， マ・ 1、こ

と殺して朝早くからこれを売りさばく習慣が一般的である。冷凍や冷蔵施設 ・制度がなければ

これより外方法はない。

後進国ではは(fしい体力の消耗を補うため食肉とか乳製品は重要な食料品である。ただ貧乏

であるためその摂取屈が少ないという事なのである。後進国の人々はいろいろと彼らなりに考

えて無駄のない利用を図っている。

後進国で牛肉や小牛の肉を外国に売っている国はほとんどなく， ローデンア ・ザンピア ・マ

ダガスカルだけ，又豚肉の場合は南アフリカだけであり，家禽肉は全くない。反対に脱脂粉乳
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・コンデンスミルク等はヨーロ ッパ ・アメリカ ・オーストラリア ・ニュージランドから大鼠に

発展途上国へ輸出されている。脱脂粉乳はとかして遠元牛乳として利用されているがすでにア

ジア ・アフリカ ・南米等では遠元牛乳の施設すら建てられ始めている。

日本では最近，新聞等で問題にされたこともありますが脱脂扮乳に植物油脂を加えて，市乳

を製造している国もあれば，脱脂紛乳にパターオイルを加えて市乳をつくるとか，又はコンデ

ンス・ミルクをつくることが行なわれているなど，色々の形で利用されている。

脱脂粉乳や，コンデンス ・ミルクとしてもかなり利用され，比国， セイロン，台湾，印度，

マレーツアが主要な輸入国である。

後進国から肉として貿易統計にのるような輸出をして居る国はない。世界的にみると，各国

とも輸入禁止が原則とな っている。輸入は，① 屠場検査の製品が整い，なお技術水準が高い

ことと， ② 悪性の伝染病が発生していないこと，の二条件が充される場合に限 って行われる

のがつねである。

これとの関連で，後進国には伝染病が流行し又は清浄地区と考えられないなどのこともあ っ

て，食肉を輸出したいにも，できない事情にある国が多い。

例えば日本で最近牛肉が不足しているので，いろいろの国が日本を狙って売り込みを策して

いる。これに対して日本政府は， その国での伝染病の発生状況や，又衛生検査の水準などを考

えて輸入国を規定しているので， 日本市場への進出を希望する国は多くあ っても必ずしも輸出

可能な国は多くない。

これと同じ事が先進国の大部分で行なわれているので，輸出を希望する後進国もチェックさ

れることが多い。

そこ で私が関係している，国際機関(0I E•••国際獣疫事務局）では， 家畜と畜産品，即ち

肉だけでなく骨，内臓も含む貿易はスムーズにやれるように国際的な輸出入規準を設けること

となり， 数年前その設定を終つた。

やがて， 輸入国はこれを基準にして輸入し，輸出する国は，それに合う条件を充じ輸出する

体制を整えることになろう。

家畜改良についてみると，優れた種畜を輸入してもその活用が不充分で末端迄及ばない。

その間に伝染病にかかったり，栄養状態を失したりする例を多く見聞している。

これらの国もそれなりに食肉，乳の増産に努めているが組織的系統的にすすめられてこな

いため効果は上りにくい，改良増殖や試験研究のための放牧は設けられている。けれども，そ

れなりに意味はあるが，末端腹家までつながっていないような気がしてならない。
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V 発展途上国の伝染病について

次に家畜防疫の問題である。後進国になるほど家畜防疫がその国の畜産の仕事の本命になっ

ている。

各国とも死亡率の非常に高いものに重点がおかれている。その中でも大動物，牛馬に被害が

多いものに直点がおかれ， 日本のように大動物に問穎となるような伝染病を一掃し切った国か

ら見ると，全然様子がちがう。

したがって問題となる伝染病の種類をみると日本や欧米各国で問題とな っていないものが中

心になっている。

後進性の強い国へ行ってみると，畜産振興対策の大部分は伝染病の予防撲滅におかれている

といえるほど大事な課題になっている。

伝染病の発生統計を見るにしても注意を要ずる。 伝染病がないといっても，真実にないの

か，調査や報告が不備でないのか，問題である。

後進国の統計数字を見る場合に，どういう技術， どの程度の組織で生れた結果なのか，どう

かを見極る事が大切である。

中共に口蹄疫が果たしてあるのか，無いのか，毎月伝染病の凋査表を貰っているが，明らか

に口蹄疫の所はゼロになっている。 •

ところが中国は少なくとも，第二次大戦以前は，世界中で最も伝染病の発生の多い地域と考

えられていた。現中共政権が成立しわずかの短かい期間匹，どうして無くたつたのかという事

たついて世界中の関係者の理解が得られていない。

何故かを考えてみると，外国人が他の自由国家のように自由に国内旅行もできない，又問題

によっては十分な説明も得られないところに問題がある。

伝染病対策の一つに予防注射がある，そのためには，ワクチンが要る。後進国で使われてい

るワクチンは先進国のそれと異る場合が多い。

先進国では，多少値段が高くとも，注射反応の無いものが選れることが多い。後進国となる

と，あくまでも値段が安く現地で簡単に作れるものがgばれる。

牛疫のワクチンを例にしてみよう。後進国で使われている牛疫ワクチ、ノは弱毒化した生毒ワ

クチンである。これには山羊、化店、家兎化毒，鶏胎化毒のある種がある。かつ後進国の多くは，

多少の注射反応があっても，良くきいて，コストが安い事から，主として山羊化毒や兎化毒が

使われている。

日本で緊急備薬用に製造されているものは製造にむづかしさがあるが， 反応の軽い団胎化毒
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であるなどワクチンの種類が異っている。

余談であるが日本は牛疫の撲滅について世界に大きな貢献をしている。中村椋浩博士が家兎

化毒の創造に成功し，このワクチンが世界的に利用され．多くの牛疫常在国がその撲滅に成功

し，その後の牛疫防疫の発展に偉大な貢献をした。

伝染病は一時の油断が許されない。終燻が近いと思っていても牛疫が数年前，セイロソに発

生し，又アフガニスタン，イラン，イラクに大流行をみるなど大事件が起きているし，インド

ネンアのパリ島では，牛疫と思われる伝染病によって， 2 7万頭の中で 7万頭の牛が死んだ例

がある。

口蹄疫は今世界中の大問顕になっている。死亡率は 5％位で高くないが，乳牛の場合，乳が

出なくなる。肉牛は消化器があれるから肥らない。役牛は趾間がただれるので歩行ができなく

なるなど死亡率は高くないが経済に大きな影響を与える。そこで畜産の進んだ国では，大問顕

となっている。

この病気の厄介な事は， この病気を起す病毒に色々の型があることである。基本型が 7つそ

の亜型が又多い。例えばアジア I型毒でつくった， ワクチンは外のタイプには効かないっこの

ことが他の型についても言える。

それほど予防がむずかしいことと，直接の死亡率が低いこともあって，後進国では防疫の手

を打っている国は限られている。力が及ばないという事でメイフワーズの状態になっている。

若干の実例を説明する。．

アルゼンチンから輸入した羊肉が原因で，イギリスで口蹄疫の大流行があり，牛・羊 ・豚合

わせて約 40万頭の家畜を失っている。又それより 1, 2年前，中近東に端を発した新しい型

の菌による口蹄疫が，東欧圏からソ連に入り大流行をした事がある。

このように大きな問題になることが多いのに後進国についてみると上のような事情で限られ

た国で，限られた地域にしか防疫をやってないのが実態である。

アフリカの一部に往々発生し他地域にも伝播することで問題となるアフリカ馬疫がある。こ

れは非常に死亡率の高い馬の病気で， 1 0年以前にインド，パキスタンに始まり，イラン， イ

ラク迄大流行し，数万頭の損耗を出した。

アフリカ豚コ Vラも又重要な問題である。症状は豚コレラと変らない。異ることは豚コ Vラ

のワクチンを注射しても 全然きかない困った病気である。

この伝染病がスペイン，ポルトガルに， 1 0年位前から常在して根絶出来ずに困っている。
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フランスとイタリーにも侵入したが，フラソスは手ぎわよく撲滅したけれども，イタリー・で

はひどく蔓延し大部ひどい目にあ った事がある。

狂犬病も注目すぺき伝染病である。日本でも昭和 25年頃，関東を中心に大流行をしたこと

がある。幸い， 日本でも予防注射を励行できたので，その後 10数年 1頭も発生していない。

此の狂犬病が今ヨーロッバ，南北アメリカ．アジア，アフリカ等にかなり発生している。

アメリカ， ョーロッパのように防疫組織があり技術が進み，資力もある国になぜ， このよう

なものが残るかを見ると，野獣が原因していることが分る。従って犬を中心にした，狂犬病が

問題なのである。

狂犬病にかかった，野獣が放牧している牛や羊にかみつくことによる家畜等の狂犬病である。

東南アジアでは，マ Vーンヤは発生が無いけれども，他の国は野犬が多いせいもあり，狂犬

病が依然として多発している。南米ではコウモリが，又北ヨーロ ッパではキッネが放牧中の牛，

羊にかみつく度に，発生蔓延し非常に困 っている。

中共には狂犬病の発生が全くないといわれている。どうしてなくな ったのか，明らかでない

が，都会でも農村でも，犬が見当らない。これが理由なのかもしれない。

此の外熱帯地方では，ダニが媒介する血液原虫病がある。原虫を病原体とする， ピロプラズ

マ病とかトリパノゾウマ病のような病気がそれである。

質 疑 応 答

（質） 伝染病にかかった，家畜の肉を食用にした場合， ① 人間に及ぽす影響は どうか，

② 病死した家畜肉の見分け方はどうか•， ③ 又炭疸肉の発生はないのか。

（答） どこの国でも，近代的なと 畜場で食肉検査が実施されておれば，屠場の肉については，

まず心配はない。

ところが其の国の力により，厳格な検査官のいる国とそうでない国があるっ居場を見て

も，千差万別で所によっては，屋根もなく冷蔵施設もな く，牡いから夜中に屠殺し早朝

売却するという方法で処理されているところもあるっ

①病死した家畜の肉は人間の食料としないのが常識である。家畜が高熱におかされた

場合細菌類が肉に入りこんで，中毒の原因となる危険が多いからである。

十分に加熱すれば食っても害にならないこともあろうが食用としない方が安全であ

．． 

●● 

-4 1 -



．． 

●● 

ろう。

② 病死家畜の見分け方は，屠殺したものと異って放血がされてないから，色が黒みか

かっているとか，生ぐささが強いとかである程度判断できるのでないか。

R 炭疸はいたる所に発生がある。炭疸菌は大部分の人畜に共通の病原菌であり，又散逸

すると土地が汚染する関係もあって解体することでも，さけるのが常識となっている。

（質） ①各国のワクチン製造の状況と法律の関係で接種義務，移動禁止，焼却の状況はいかに。

②濃厚飼料輸入匹頼る日本畜産の場合，飼料丈でなく食肉自由化の方向は，その際消費

者サイドの価格と，国内畜産業とのパランスはいかに。

（答） ① 各国とも家畜伝染病予防法及びこれに類するものがある。厳格に実施されているか

どうかがポイントである。防疫組織の強さ，技術的水準農家の技術や知識程度等が

それぞれ異っているので寛厳は一様でない。

形式的には各国共，隔離，移動制限．消.Jj.焼却，埋没等の防疫上の規定は当然整

っている。

② 沿厚飼料は 1千万トンを海外から輸入している。濃厚飼料の過半が輸入もので，牛

・豚 ・鶏ともに外国詞料による加工畜産ではないかという批判さえある。

エサを輸入するか，肉を輸入するか，どちらを選ぷかのちがいであろう。エサは現

在大祉に割りと安く仕入れているし，家畜の附加価値も期待できるし，殿家にも労働

の機会を与えることになるので現在の形が進行しているものと考えます。

自由化は既に大部分の畜産物に及び牛肉とパター脱脂粉乳，全脂粉乳等は非自由化

品目であるが，カセイン，ナチュラルチーズ，鶏肉，馬肉，羊肉，ソーセー玖生き

た豚，牛は自由化された。

残りは一部，乳製品と牛肉だけになる，牛肉を輸入するときは 25％の関税と更に

国産ものと値段の均衡を図るため畜産振興事業団では調整金を日本食肉協議会の場合

はそれぞれキロ当り 20円程度の基費金を課されることになっている。

これらの調整金と差益金は食肉の生産処理 ・加工・流通 ・消費等の合理化に使用さ

れることとなっている。

牛肉の需発問題や輸入制度を改善する目的で牛肉問題研究会，牛肉輸入制度研究会

が開かれたことは承知の通りである。かってその議論の中で将来は需要の 8割位を自

給し， 2割位を輸入せねばならぬだろうといわれこの様にそって畜産局が新しい予箕
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を要求中である。

常織的には将来牛肉の輸入はも っと増えると見込まれるが，輸入はが大きくなれば

現行制度では無理が生ずる。

消費者は安くうまい牛肉を潤沢に供給されることを望んでいる。技肉神戸肉等で

代表される上質の牛肉は生産も増え，需要も又強いが，値段はさほど上つてないのに

大衆肉は，増産しながら絶対位が不足するのか，値段は上昇気味である。

（竹） 後進国の防疫実体と，近年における伝染病の発生と被害度の調査方法について

（答） 国によって千差万別であるし，涸査することも容易でない。わかっていない。

畜産局衛生課で聞けば大体のことは分るはずである。

（質） 後進国のうち家畜の防疫体制が進んでいる国とその方策，体制の概要について

（答） タイ国は後進国といい切れないかも知れないが，かなり整った防疫組織をもーている。

研究 ワクチンの製造，その利用，防疫技術など整備されている。

（（質） 日本の畜産業界は中共との貿易再開が問題と言われ，例えば卵は 6~7円で入れると

の事で今度中共貿易の及ぽす日本畜産の方向は

（答） 中共より輸入されている畜産食品は，卵，プロイラー，兎肉などである。中共からの

冷凍卵の枠は，従来 1,500トンだったが，今年からその枠を外されたとのことである。

従って値段さえ折合えば，まだ輸入される可能性がある。牛肉や豚肉は口蹄疫の関係

からまだ輸入が禁止されているが，昨年 12月から生牛と生豚の輸入値段さえ折り合

えば可能となった。

中共には牛が 7千万頭，豚が2億数千万頭ある大畜産国であり又，コストがあ って

コストのない国ともいえるので，牛肉や豚肉の輸入禁止がとけたら，その時は可なり

の影響があるかもしれない。

（質） 熱帯地方の野性動物，猪鹿等を畜産動物として利用する場合，人間に対する防疫上の

問題点について。

（答） 野生動物の肉を食用に供する場合二つの考え方が必要である。一つは髄時捕え又は，

射殺などして食用に供する場合と他の一つは射殺などの方法によ って，殺し衛生的処

理をしたものを大量にまとめて輸出などを行う場合でかって問穎にな ったカンガルー

の肉は後者に属する。ニュージランドなどでも鹿の肉を西ドイ ツヘ輸出しているとい

われる。

いづれの場合も衛生的見地からすれば同じく考えなければならないが， 前者について
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は何よりも充分加然した上で食用とすることが必要である。野獣を介して家畜へ伝染病

が蔓延することがあるからこの点からの配慮を要することはもちろんである。

（質） 東南アジア地域に家畜と人間が共通する病気があるか，あるとすれば何か，又どんな防

除策を講ずればよいか。

（答） 炭疸． B疸，狂犬病，ある種の寄生虫病等，人畜共通の疾病がある。それぞれの病気に

ついて対策はあるが簡単に述ぺることはむづかしい。

（質） 各国事情の差はあるだろうが， 当面する畜産振興上の課題と，防疫対策はどうか，

（答） 伝染病対策を講ずることが最優先する課題である。その前生産性向上のための家畜の改

良，飼養管理の改善なども講ずぺきであるが，それぞれの国の実情に応じ課頗が異るこ

とは当然である。

防疫対策といっても，先進国におけるものとは異ってまず死亡率の高い急性伝染病を優

先し，実現の多いものから着手することになろう。各国には伝染病予防法というぺきも

のが制定されているのでこれに基いて実施する外ないだろう。

個々の伝染病に対しては，それぞれ予防上必要な方法があるので現地の事情に合せ，最

も経済的な方法を選択する外はない。

（質） 東南アジア諸国にある畜産の態様で， 日本又は西欧的畜産があるのか。

（答） 最近養鶏がアメリカ雛を中心に 9 ，日本で見られるようなかなり進ん・だ経営が，行なわれ

つつある。

そこで鶏肉．卵等の輸入国が輸出国にかわったりする何かがある。

（質） 東南アジアにおける，家畜管理の現状と今後の方向，乳牛，肉牛，豚で放牧．舎内管理

で多頭飼育は如何に，又管理主体は個別か企業か。

（答） 管理の現状は一般的には飼料計算をしての飼料給与もなければ畜舎についての特別の配

慮もされてないが，精粗の度合いが違う丈で各家畜共．日本でやっているのと同じ考え

でないと思う。

一般悶家の場合大動物であれば，昼間だけ放牧し日本で考えられるような舎内管理等は

ない。砂漠地帯になると放牧の民が，牛や羊を年間草のある所を追って行動し，仕上っ

た時に屠場に持込むことが行われている。

（質） 日本の商社から将来の見通しとして，台湾に肉牛の買付けについて打診があった旨を聞

いているが，可能性について。

（答） 台湾は耕地の灌漑施設がおくれている関係もあって， 7 5％は水牛でほんの一部 10万
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程度が黄牛である。

台湾では日本での牛肉不足に着目し将来は日本へ輸出する期待をもって， アメリカや日

本から肉牛を輸入して，研究をすすめている。

但し資源の状態から考えて近い将来大きな輸出を期待することは無理である。
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フ ィジ ビリテ ィー ス タ ディの概説

I.はじめに

株式会社AI CO (,ro-:ndu.strial) 
Complex inc 

代表取締役鈴木 清

以前から事業計画等がフィジプルであるがどうかという検討はなされていたのであるが，フ

ィジピリティ ・スタデイの手法，概念が研究された来たのは最近になってからである。

とくに日本に於いては国際的金融機関から，融灸を受けて ，大規模なプロジェクトが日本人

の手によって行なわれるという事は少なかった。

しかし ，日本にチャンスがなかったわけではなく，身近な例としては ，愛知用水事業が，世

界銀行から融資を受けて無事完成を見ている。しかし ，そのフィジピリティ ・スタデイの最終

的なつめは ，アメリカのエリックイーロアー ，コンサルタントで検討されたものであり ，その

スタディに対して ，世銀が借款を決めたという経緯であった。

その他にも名神高速 ・ 東名高速 • 新幹線等運輸交通事業や佐久間ダム等 ， 発電事業にも世銀

借款のプロジェク トがあるが，殆んどの場合世銀で認められている技術者が ，まとめ上げたも

のである。しかもその中で ，新幹線鉄道計画についてはすでに日本の技術が世界的レペルにあ

るという事で ，日本人の手でFeas i bi I i t y studyが行なわれた。

しかし農業関係では ，愛知用水事業に於いては残念ながら ，エ リックフィーフロアー社の手

を借りねばならなかったし，此の外に世銀借款は受けてはいないが，八郎潟干拓事業の基本的

計画も ，オランダの専門家の協力を得ねばならなかったのである。これは日本人技術者が，世

界的に認められてないという事もあるが ，世界銀行借款プロジェク トの経験がないという事が ，

スタディにタッチ出来なかった大きな理由だろうと思われる。

私共がフ ジピリティスタディの機会を得たのは ，イランヘOTCAの第一回の市前調査団と

して派遣されたのが始まりで，イラン政府が好意的に，日本のグループに今後の事業をやって

もらいたいとし 、う意向を世銀に出し ，それが世銀に認められたためであった。

このようにフジピリティスタディなるものの本質をあまり知らないま＞ （こ，タッチするとい

う未熟の段階から ，拾数年を経て現在までイランを始めとして ，トル コ， フィリッピン ，イン

ドネンヤ ，パキスタン等で経験を持つに至った。その中で ADBが発足し ，悶学プロジェク ト

としての第一号としてフィリ ッピ ンとインドネンアで実施し ，フィジピ リティの本質をやっと
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把握できた次第である。

フィジピリティスタディには誰れでもタッチ出来そうで，実際にやってみると，どこまでや

ったら完壁なものが，また奥が深くてどこまで満足できるレポートが出来るか，自信のもてな

いのがフィンピリティスタディである。

コンサルタントの立場から云うと，入るは易いが究めるに非常に難かしい。日本工営社長久

保田豊氏の言をかりると，「いくらやっても満足できるレポートは出来ない」という事である

が，正にその通りである。

昭和 46年の 4月まで韓国の栄山江のフィンピリティスタディを 5ケ月かかって仕上げ，世

銀に対し 4,9 0 0万弗の借款申請をしたが，そのうち 4,80 0万弗の借款が 2月2日に決定し， • 

韓国代表と世銀副総裁の間に調印式がなされたので，このスタディの評価が90点位出たと自

負している。しかし内容的にはまだまだ 70点位程度であると思っている。

フィジピリティスクディは，簡単とも至難とも云えないが，海外開発に携る専問家としては，

少くともフィジビリティスクディの概念だけは，も っていないと単なる調査単なるレポートに

終る危険性がある。

開発の技術者として調査をし，計画した以上は ，事業の実現化のため何らかの形でフォロー

アップする努力をしてやらねば物ができ上らない。物が出来ない計画ならば，何も遠くまで飛

行機に乗 って行く必要はない。

寝床の中で鉛筆をなめても，計画は出来るが，これでは開発技術者としての資格に欠けるの

で，フィジピリティ・スタディの概念だけは理解してほしい。

尚かつプロジェクトマネージャーやリーダ ーの立場で開発：こタ ッチする場合，フ ィジピリテ

ィ・スタディがまず最初に意志を決定して，その後の資金的問頗を左右するという，直要な役

割をなす分析であるという事を理解願いたい。

たとえば一つの嬰業隅発に焦点を合せると，他部門の発電，鉄道，橋リョウ等に比ぺ，極め

て複雑な要素をも っているので，簡単な箕術計算が出来ないという点が，頭痛のたねである。

農業は保護すぺき産業であるという考え方でありたい。社会主義的な政策の もとでは，採箕

を度外視してでもやるぺきであるという傾向があり，特に食糧不足の国に於いては，食糧を自

給自足する事が至上命令であるという観点から，親方日の丸的な計画が立てられ易い。

特に日本専門家の場合，戦中戦後の緊急食糧増産の考え方，あるいはその後の農林省の政策

が，頭の中にこびりついていて，経済的，社会的な問願を度外視して，政治的な判断で，プロ

ジェク トの方向づけをする事が多分にあり，そのような習供なり，固定した物の考え方により
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海外のプロジェク トの進め方も左右されるという傾向があるが ，此のような事は十分いましめ

て，プロジェクトにはかならず経済学的なメスを入れるという考え方が必要である。

今日のように資本の自由化と，腹産物輸入の自由化の波が高くなると，先進国の大企業が消

費経済を，人為的に動かす可能性が出て来る。経済に関して国家が制度的な干渉をする事によ

って ，大きな影響をあたえる訳であるが，同時に資源開発や企業生産の活動が進みすぎて，工

ネルギー資源が枯渇するという心配が出てきているので流動的な分野に対して，テクノロジ一

・アセスメント（技術再評価）なメスを入れて，それを計測して行くべきだという要求がされ

ている。特に国際的投資又は融資を受ける楊合に，そのような分析が特に強く要請されるので，

計画樹立に際しては充分に，特に経済学的な留意がなされなければならない。

II-Feasibilityとは

フィジピリテ4スタディという言葉は，プラクティピリティ（実行可能性），ポッン ・ピリティ

と全く意味は同じであるが，フィジピリティという 言葉のなかには，も っと もらしさという意

味もも っている。

フィジピリデスタディーをやる場合に手を抜いてもっともらしいフィジ ピリカ ・スタディー

をやるという間違ったテクニックが入る可能性があるが，本来の意味・目的は事業計画の妥当

性を研究，検討する作業である。

此の妥当性を検討する基本的な目的は二つある。一つは，登本投資に対して期待される収益

の形で通常測定される事業計画の潜在的な収益を決定する事である。

一つは ，対象事業の潜在的な収益率を極大化して事業の計画 ・組織 ・管理機能を決定すると

いう事である。

以上の基本的な目的の他に ， 二義的な目的として ， 投資をする人 • あるいは公共機関，政府

に対して事業計画の妥当性を認識させ，事業を促すこと ，また事業をするために投資 ，借款を

受ける訳であるが，借款申請を受ける有力な手段とすること，事業実施のための細部計画の汽

料にする， 言葉をかえるとマスタープランになるということ，課税の涸整，利権交渉の基礎資

料とするとい，たようなことが上1fられる。

すなわち，妥当性分析とは事業計画が ，技術的 ・経済的に健全であるか否か，そしていかな

る条件においてそうであるかを決定することで，一次的には事業の評価であり，二次的には事

業評価の結果，直ちに事業の実施が可能と判断されたときのみ feasible という言葉が該当

するものであり，環境条件を無視して事業の健全性を説明する ，もっともらしさとは全く異な
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るものである。

しかし現実には ，第二義的な目的が重視されているようであって ，ADBあるいは IB
RD

又第 2世銀と云われる IDA等から，借款を引出すために ，フィジピリティ ・スタディ
ーが必

要だということが強調されている。

フィジピリティの一義的目的からは外れるが ，第二義的に妥当性がないという
こともフィジ

ピリティスタディーの重要な意義を果すことになる。一義的，二義的な目的に
より相反する結

論を導く事があるのである。

計画の妥当性分析が正確であるためには，妥当性の分析に使用される，技術的
経済的資料が，

正確でなければならない。また事業の妥当性評価における資料の分析，方法
が精密でなければ

ならず，此の二つの条件が必要である。

まづ農業関係のプロジェクトには，必要な技術，経済等専門をもつ集団が， 一
つのチームを

組む必要があり，農学専問家だけでやることは不可能である。また経済専問
家だけでもやれな

い。事業の内容に関連した，それぞれ、の専問家で組織されるぺきである。最近
の言葉でインタ

ーディスンプリナリ ー・コーポレーンョン（学際的協力）といわれる。

III. Studyの手法

l.概 論

まづ手法についての概論を述べる。

フィージピリティの調査はプロジェクトを実現させるための最初のステップと
して常に行

なわれなければならない。そのプロジェ ク トの経済的存続性を評価するため，
また政府プロ

ジェクトの場合には，その国の経済に対する影響を評価するために多くのくわ
しい調査が行

なわれるぺきである。政府プロジェク トの場合 ，そのプロジェクトの国民総生
産に対する貢

献度の調査，国際収支や国家予算への影磐についての網査は ，そのプロジェク
トの労働力吸

収の可能性の調査と同様に行なわれる。これらの要素を評価することは政府に
対し国内経済

政策においてプロ ジェク トの優先順位を決めるのに必要な資料を提供すること
になる。

フィージピリティの分析のための第一段階は，一般に生産物に対する国内市場
と海外市場

の両方を評価することである。生産動向 ，外国貿易 ，外国消費についての調査
と同時に製造

段階と卸と小売の段階での価格構造を調査する必要がある。この目的のために
競争商品やサ

ーピスの供給源や流通機構および関連のある国際協定と同様に価格固定，補助
金，税，関税

などの関連した経済政策についての調査も，市場規模や荷作りなどのような市
場特徴の調査

•• 

●● 
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とともに行なわなければならない。これらの評価の結果 ，そのプロジェク トがふつう予想で

きる市場占有率を推定することができる。

また ，資源の刹用可能性 ，適合性 ，供給屈の変動 ，原料のコストなどについても ，この段

階で調査しなければならない。時には ，原料の量や適合性の評価は ，それだけで 1つのプロ

ジェクトを構成するだろう。たとえば ，鉱床の調査は広範囲のドリリング調査 ，分析やその

他の現場での仕事や，実験等を必要とするだろう。そして，それらは遂には ，広範な地質，

鉱山に関する報告書の完成となる。

時には利用可能な技能労働者の能力やその国あるいはその地方の特別な社会経済状態（誨．． 査中の産業や仕事を受け入れる態度を含む）を考慮に入れるべきである。

●● 

プラントの立地条件は決定的に重要な要素である。水 ，動力 ，燃料などの公共施設を利用

できるかどうかの可能性や料金 ，輸送施設や輸送費，廃棄物の処理 ，労倒力供給鼠，関連産

業などは用地選択の最終的決定を行なう前に調査すべきである。

前述した情報のすべてを入手すれば生産設備の能力やも っとも適切な生産プロセスについ

ての決定を行うことができる。次は一般仕様書，建築 ，土木事業等と同様に生産設備とそれ

に必要な補助設備に関する決定を行なう。これらの調査によ ってクライエントは始動コス ト

と同様に，必要投資金を固定資産と運転資金にわけて見積る。そうすることにより，生産コ

ストを推定できるようになる。これは建物や設備の減価償却費や ，保険費，始動コストの割

賦償却費， 管理費，維持費 ，間接費 ，利子 ，原料費，労n，公共料金，荷作り販売 ，配送な
どの費用をすべて含む。

毎年の推定売上げと推定生産 ，販売コストを比較することにより ，予想利潤高を推定する

ことができる。これは一般に投資額あるいは売上げ高の何バーセントかという形で示される。

また生産と販売段階での損失あるいは利益高の図表によって損益分岐点を知ることができる。

プロジェ ク トは投下資本に対し ，相当の純益と収入をもたらすのであろうが ，資金繰り計

画もなされるぺきである。 というのは ，財政問題は評価問題とは異なるからである。このよ

うな違いは， 主に積立金，利子 ，信用年賦償却，所得税，配当金支払額が異なった観点から

識べられるためであろう。例えば ，積立金と利子負担が両方とも ，コス トの中に含まれてい

て ，そのため売上高の中にも含まれていると仮定すると ，それらは流動資産として手元に残

るであろう。さらに ，所得税は収入支出予勾の項目には含まれていない。なぜなら，プロジ

ェクトの比較のためには ，課税前の利潤を推定することができるからプロジェク トの中の機

械化の規模範囲のような面を考える場合には財政的制限が非常に重要である。このような場
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合財政問題はプロジェクトの評価の時に考えるべきでありそのあとであってはいけない。企

業家の観点からはプロジェクトの財政的評価もまた投下資本に対する純利益に関する資料を

与えるものでなければならず，必要信用鼠と利子率の限界を定めるものでなければならない。

コンサルタントがプロジェクトのフィージピリティについての技術的，社会経済的，財政的

要素の面から調査すると，そのフィーンピリティについての報告書がクライエント自身がコ

ンサルタントと共に成果を振りかえってみるためにクライエントに示される。 （図 l参照）。

図 1． 腹業生産プロジェクトの分析

その他の作業

組織および
運営計画

支出計画

プロジェクトの目的

プロジェクトの対祢地域

（資源および利用 ）

|プロジェクト投資計画！
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2. フィージピリティスタディの諸段階

妥当性分析は図2のように 8つのステップの順を追う事によってなされる。

一つのプロジェクトを行なう場合に，第一にマーケット ・ディマンドがどれだけか，第二

に原料はどうするか ，第三に主な投入物財はなにか，という三つのステップを踏む必要があ

る。この三つのステップの内容はプロジェクトが国需要をまかなうためなのか ，又輸出産業

を起こす事を目的としているかという事によって変ってくる。

第四の資本 ・費用は工学的な面からのデーターにより求められる。第五の生産計画のデー

ターはそれぞれの技術専問家の知識，今までの経験，又は類似のプロジェクトから得られる。

ステップ 6,7は関連施設の経済調査等から褐られる。

各ステップの内容を解説すると次のようになる。

第一の市場ディマントは需要調査，市場分析等の統計資料を集める事によって求められる

訳であるが，直接的な涸査目的は，販売の可能性とそのプライスをさがす事である。

第二の原料とは，供給凋査あるいは競争需要のデーターから。購入可能性とそのプライス

を求めることである。

第三の主要投入財とは，供給調査のデーターから得られる可能性のある供給物と，プライ

スをさがすことであが四番目の資本費用は，概略， 設計 ，数凪，単価から求められる。こ

のステップは投資計画を立てる為に必要である。五番目の生産計画，これは投入と生産の計

画を立てる為に， このデータ ーは技術的な投入あるいは生産率から求める訳である。

第六番目運営費は ，コンパインされた運営筏の計画を立てる為に ，生産計画と同じように

投入計画及び単価を調ぺる事によって ，運営費のコストが出てくる。 7番目の純益は ，プロ

ジェク トの利益計画をたてる為に，生産計画と生産物単価から求められる。

8 番目は全体としてフィジプルかどうかという事で投貸• 利益• 計画のデータから求められる。

プロジェクトのフィージピリティ ・スタディの目的や意義はそれぞれ国際金融磯関によっ

て解釈がまちまちであって，世界銀行やアジア開発銀行では上述のような解釈をしている。

USA IDでは，基本的な目的は世銀等と同じであるが，多少ニュアンスの違ったむきが

あり，「スタディはプロジェクトの実現の適不適を判断する資料であって，技術的 ・経済的

涸査研究の結果を総括して技術的健全性及び経済的利益 ，費用関係に関してプロジェクトが

妥当であるという事を証明するものであって ，融資をする方が独自で判断を下せる程度の詳

細な内容のレポートを，フィージピリティ ・スタディ及びフィージピリティ ・レポー トとい

う」と定義している。
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第 2図 可能性分析における Step

A IDの場合には，世銀等では二義的に考えている融資のための賓料にするという事が前

提とされている。

プロジェクトの健全性判定の技術的基準は，まず 1番目にプロジェクトの全ての技術面を

網羅しているかどうか，次に計画されている建設，あるいは調達が一般に認められている技

術的な規格に合っているかどうか，一般の慣習から大きく離れてないかどうか，第三にプ ロ

ジェクトのコストが，ミニマムであるかどうか，という事である。

利益を生むプロジェクト，得られる利益が固定し減価償却費，維持費，運転費，等をカバ

ーして尚かつ，充分な利益があるかどうか，収益が少いプロジェクトの場合，特に嬰業開発

では，食糧自給等目標達成そのものが問題とされ ，収益を生まなくてもプロジェクトは遂行

されなければならない。このような場合には国民経済にもたらされる経済的利益がTotal

cos (十借款に対して支払われる元利に等しいか，それ以上であるという事が基準となる。

3番目に非営利的ではあるが利益を生むプロジェクトの場合には必ずしも自己決算的でな
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くてもよく，収益プラスその他の国民経済に対する経済的な利益が，その事業にかヽった総

費用よりも，大きいという事であれば基準にのるという決め方をAIDではしている。フィ

ージピリティ・スタディの流れの各ステップを詳細に示めしているのが図 3で，図中の番号

順の各iternがフィージピリティレポートの項目となる。

3. Sys t em an a I y s i sとその事例

フィージピリティ ・スタディは ，技術的経済的な可能性を追求するもので，分析をする場

合まづ計画をたてるが，最適な計画を立てるという必要性から，従来の手法から ，最近はオ

ペ Vーンョンズ ・リサーチとか，あるいはンステムズアナリンスの手法を要求される場合が．． 強まっている。

●● 

特に世界銀行のプロジェクトについては ，ンステム論的な最適計画の立て方を要求される。

日本に於いても 19 6 0年代になり，ンステム的な解析が具体的な計画に利用されているが，

世銀プロジェクトの場合 100%DRとかンステム論的な手法で計画をたてるという事にな

っている。

日本の場合でも農林省や，農協その他でプログラミングが作られているが，世界的に有名

な農業開発の為のプログラミングはリニアプログラミング（線形計画）法を用いるケースが

可成り多くなっている。此のンステム論的手法は，もともとアメリカの戦略計画から発達し，

現在は宇宙開発等にプログラミングが利用され， 19 5 0年代から農業開発にもプログラミ

ングが応用され，ソ連 ・ポーランド ・ベルギー・オーストラリヤ等でも，農業関係のプログ

ラミングが開発されて来ている。

各国の論文のなかから，こうした手法での分析を引用してみると ，農業および食糧関係で

は，

(1) 砂糖ダイコンとり入れの最適化（ソ連 ・ダイナミックプログラミング）

(2) 砂糖ダイコン処理における悶業 ・ 工業問題（ソ連 • 最適制御）

(3) 農業生産に対する化学肥料の効果（リニアプログラミング）

(4) 飼料の予備貯蔵鼠の決定（オーストラリア）

(5) 各種農業問題へのORの応用（ベルギー）

(6) 農業用水資源の最適分布 （ソ連・数理計画法）

(7) 農業生産計画（ポーランド・パラメトリック，リモアプログラミング）

(8) 農産物と畜産の最適化 （ソ連）

(9) 穀物運搬用エl/ベ―ターの待ち合せ（アメリカ，待ち合せ理論）
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(lO 閲業牛．産技術改善と自動農業工場（ソ連 ：サイパネウィックス）

111) 化学肥料の生産 ，運搬使用に対する投汽規模の決定（ソ連）

U2 綿の種の輸送計画（ソ連）

03 森林樹木の直径の大きさの分布状態の予測（インド）…マルコフ連鎖）

04 森林管理（プルガリア：リニアプログラミング）

(l3 森林の開発と管理（Jレーマニア：数理計画法）

⑯ 樹木の立木間隔の収穫且への影響（カナダ：ンミュレーンョン）

仰 ダムの規模と水の需要（オーストラリア：マルコフ過程）

このように大きなプログラミングが沢山開発されて，殷業開発計画にもどんどん使われて • 

いる。

4. 栄山江総合開発の例

フィジピリティー ・スタディーの，ンステム論的解析でのアプローチの 1つのサンプルと

して，韓国，栄山江開発計画の例を紹介する。

この計画は栄山江下流域 10万ha の多目的開発を 4期に分けて行うもので，韓国政府の

唱導する 4大江総合開発のトップに挙げられ，とりあえず栄山江Phase Iプロジェクトに

対し，韓国農業振興公社が世界銀行借款を受けるに当って，借款申請の必要書類として，作

成したマスタープラン及びPhaseIのフィージピリティ報告世は，ンステム解折を要求す

る世銀の審査をパスした。ンステム解析の方法論に関する限り，世銀側の全面的な賛意をえ

たものであり，ン ミュレ ーンョン手法の新しい応用例でもあるので紹介することとした。

世銀側は，従来この地域の調査計画を行ってきた農業振興公社やFAOの案にはなお代替

案を比較検討する余地が残されており，とくにPhaseIでとり上げるべき地域の範囲やプ

ライオリティーが全体計画からみて明らかでなく，フィージピリティー調査の進度もバラ パ

ラであること，要するに PhaseIプロジェクトを位置づけるためのマスタープランを欠い

ていたことが要求の背景となっていたと思う。第二に，作業仕様の中でンステム解折を要求

しているが， 19 5 0年代からコンピューターの発展に伴ってンステム解析を行うことが一

般化し ，とくに水分を扱うダム計画についてはそれが常識となり，銀行の仕様書にも現れて

きたという事情である。

流域開発計画については ，

(a) ある与えられた水源から供給をうけることのできる，すぺてのかんがい可能地域の概

略経済比較 ，それらの地域への給水に必要な水路 ，ポンプ場などの工事の分析も含む。
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(b) ある指定地域への給水源のすぺての代替案の概略経済比較
，それらの代替水源を調整す

るためのあらゆる可能な貯水池の研究。

(c) 上記 2種の比較にもとずく最適のbasin Developme
nt plan の選択。理想的には，

そのマスタープランは(a)と(b)とが同時に総合して行なえるよう
なMat h ema t i ca I 

programming techniques を用いSystems analys
is approach によるぺき

である。これまでなされてきたような部分的な解析や，試行錯
誤的なアプローチによるの

ではない。

以上が骨子であるが，なおOptimumProject Develop
mentのところで，ダム計

画について次のように加えている。

(a) 貯水池のSiz i n g —ー 長期間の連続操作研究やら便益 ・ 費用関係を最適にするような

計画。

水文の研究から，もしいかなる渇水年にも 10 0％供給でき
る貯水池を計画するとすれ

ば，その容鼠や費用は莫大となろう。一方，それ以下の容量の
貯水池では受益地や便益の

減少を生ずる。だから，渇水年における部分的あるいは全面
的な作物被害防止の便益とダ

ムコストとの経済比較により，貯水池の最適容はを決めた。

（b) 提案する貯水池の下流既設かんがい地区への効果。

(c) ある水系の多くのダムサイトについて工学的適性，コス
ト，社会 ，政治的好便などの比

較などである。

ンステム解折の方法としては，要約すると次の表のようになる
。

ンステム解析方 法 の要約

項目および内容 評 価 基 準

受益地域外：既かんがい地区，畑地および天水 左のほかに，土複調査の結果 ，地域を I~N  

田で谷間や地形的に給水困難な場所にある 等級に分類し，物理性や地
力など劣等のV,VI

か，または小規模の別途計画でかんがいし 等級地を受益地から除く。

うるもの

受益地域：天水田と畑地，干拓予定地，かんが 原則として一連の団地を成し， 土壊分類上I

い水田のうち圃場整備未了地区。 ~N等級に属すること。

分割地区 ：受益地域を水系により 4地区に分割。 分割地区またはその
合併に対して，水需要員

可能な代替水測群：地区ごとに，あるいは合併 と可能な水源施設群と
の対応をつける。ダムに

堰区に対して，完全あるいは部分的に給水 ついては，数個のモデルの
オペレー ンョン ・ス
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できる貯水池とポンプ施設。 タディから ，Draft-Storage カープをつくり，

すべてのダムの所要貯水屈を推定。

各地区独立に水測最適化．・コンピューターに すぺての代替案について原水価格を比較。 この

よるンミュレーンョンにより ，draft- とき受益地は最大をとる。モデル貯水池について

storage function と benef11- は，受益地規模に対応する最適容祉曲線を見出す。

cost function とを組み合わせて解

析。

可能な分割地区の結合に対する最適化：複合 複合純便益 (2地区の複合便益 2地区のダ

bene f I I -c OS I f Un C I IO n複合をコン ム ・連絡水路等の年経費）の最大化っ

ピューター ・ンミュレ ーションによ り解

析。

プロジ ェクトの Phasing :・可能な分割プロ 原水価格 ，内部収益率および予符ヒの制約を考

ジェクトに対してプライオリティを決め 慮っ

る。

5. 水需要filの互定

かんがいのなかの単位用水祉については ，従来単位用水凪のパターソは一定として取り扱

うことが多か った。しかし夏の混水年と豊水年とでは，作物の生理的に要求する水員にかな

りの差が予思され ，こヽではそれを旬間平均気温に関係づける Blarney-Criddle 法則の

モデルを用いた。制約条件 (Consfr a i n t)は ，今度のンステム解析の一つの要にな った

モデルで，連続数十年にわた って計画をンミュレートする場合，代表的な作物であるコメの

収鼠が年によ ってどのように変るか ，現状維持のための保証をしなければならない。既得水

利権がどの程度か ，いいかえると ，プロジェクトが寄与できる量をあらゆる気象 ，水文条件

のもとで明らかにしなければならない。幸い韓国では腹業統計が完備していて ，収屈偏差と

毎年の有効雨屈との間のかなり密接な関係をつかむことができた。全羅南道全体のコメの生

産屈のトレンドおよび収紐偏差と降雨鼠との関係を調べた。またかんがい田と天水田とに分

け同じく関係を調べると ，当然ながら，天水田の方が偏差そのものも大きいし ，雨の偏差に

及ぽす影響；し大きい。かんがい水田の場合 ，水源は溜池ばかりでなく ，河川からの取 り入れ

も多いので ，収凪の偏差は河川の渇水鼠とも関係がある。 また平均収鼠なりマイナス にな る

ような河川自流に対しては ，新しいダムでは貯留は許されないであろう。この制限流紐は ，

のちに既水田の所要水員 と河川の地点流量との水文的研究から ，ほぽ妥当であるこ とが確か

められた。受益地の大半は天水田であり， かんがいの効果は ，19 4 0年から I9 6 9年ま
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での雨量と収駄の偏差の関係から ，30年間の順位に対応する，その関数が求められる。

N．経済分析に用いられる採算計算

経済分析に用いる EngineeringEconomyは採算計箕とも呼ばれ，原価計算Cost

Engineering と区別している。 Engineeri ng Economyは未来の汽本の流れを研究す

るものであるが，その他に 2つの条件を備えている。

1つは，それがプロジェクト計画であり，他の 1つは，利益性のみの計算で ，流動性検討の

計算がないということである。

既ち

原価＋希望利益二収益

上式が消極的であるということは，技術計画を表現する原価は，動かしがたいものであると

みなす点である。すなわち，原価と希望利益は一定として，その合計額より収益が多い場合に

だけその原価を認め，したがってまた原価のうちに閑された技術計画を承認するということに

なる。

次のような条件を満す計算といえる。

(1) 過去の汽本の流れではなく，未来の資本の流れを研究対象とする。

(2) 期間計画でなく，プロジェクト計画である。

(3) 流動性検討の計算をはぷき，もっばら利益性検討の計箕を目的とする。

(4) 消極的選択計箕である。

(5) ミクロ的選択計算である。

何故，原価計算を用いないで， EngineeringEconomyを用いるかというと，意志決定

の最も適した手段であるからである。

内部償還率（internal rate of return)の概念

内部償還率はプロジェクトから入ったり出たりする金の時間的流れ(time f I ow)に基礎

を置いた，プロジェクトの資金投下についての償遠能力の方法である。それは投資計画の現在

価置を純益計画の現在価値に等しくさせる毎年の複式減価案（ annua I compound disco-

unt rate) である。全投賓が今年なされ ，純益が来年から得られかつ同じ水準で続いたと

したならば，内部償還率は毎年の純償還を全投資で割ることによってえられる。例えば ，これ
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らの条件の下で，もし全投資は 10百万ドルで，毎年の純償還が 2百万ドルであるとすれば，

内部償還率は 2096(2百万---:-1 0百万）である。

釣 (1) 内部償還率は次の公式において iを解くことで計算される。

l l • I Io+ I 1 （一 ）＋ 12 (― ) 2 ...・・・十In （一 ）n 
1+i l+i l+i 

l l 
=B。+81(下了）＋ B・2（戸） 2 .…•+B n (~)n 

ただし I ＝毎年純投資額．． B＝毎年の純益額

●● 

0, 1, 2...... n：現在からの起算年

訳注＊ internal rate of rdturnをここでは内部償遠率と訳した。

他に内部収益率，投下資本回収利率なども訳もある。

たまには全投資が 1年でなされ，純益が次年度からえられかつ同じ水準で続くような特殊な

例もありうる。投資が 2年以上にわたり，確実な返済ないし投査信用が何年か後になるのが普

通である。純収益ないし便益は生産が頂点に達するまで毎年上がるのが典型的である。またあ

る年には便益がないこともありうる。経済的限界や計画期間が永久ということはありえない

（例えばプロジェ ク トの種類により 10年， 15年， 20年， 30年あるいは 50年 ）。 これ

らの計画の性質を無視して，各プロジェクトの計画投賓純益の計画を定めるために内部償遠率

を計算する。各プロ ジェ クト毎の計算は特殊な場合には， 一層複雑であるが，大変有効である。

その場合には，含まれている資本動態を無視してすべてのプロジェクトをある基礎の上におい

て行う。

プロ ジェクト評価の他の方法と最も相違していることは，内部償遠率が金の時間的価値を完

全に反映していることである。すぺての資本の収入と支出が，ある仮定の利率ではなく，プロ

ジェクト自らの資本の収益率でもって現在価値に等しいものに自動的にまとめられる。内部率

は，プロジェクトの投資合計と毎年の純便益についてばかりでなく，投資と純便益の時間的配

分をも意味している。

内部償還率の他の大きな利点は仮定や判断を最小にすることである。内部率の仮定や利益金

の計算をする必要がない。また減価償却計画の仮定や毎年の減価償却計算をする必要がない。

通貨膨脹率を考慮した仮定をする必要もないし，将来の収入支出を減価する必要もない。与

えられた衡平割合 （a given percentage of equity)や融資期間を仮定する必要もない。
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内部償還率の計箕に必要なものは何もない。

便益費用比率（benefit-costratios) や経済的妥当性の他の方法に比較して，内部償

還率は最小基準の柔軟な適用が許される。臼本費用がちょうどよい具合に上がるとするならば，

妥当性のあるプロジェクトについての最小の内部償還率はそれに伴って高くなる。逆に汽本門

用が下がるならば，最小内部率は低くなる。 1人の投資家の資本費用が他の投資家のそれと異

なる場合 ，内部償還率の最小基準に必然的にセットできる。

同じ計箕でプロジェクトの完全に減価された便益費用比率と内部償還率を決定することがで

きる。この 2つの方法は非常に関連をもっている。なぜなら便益費用比率は常にプロジェクト

の内部償還率における便益対喪用に対応しているからである。便益費用比率は内部償還率より ・
も低い減価率における便益費用比よりも大きく ，内部償還率よりも高い減価率における便益費

用比よりも小さい。これらの関係は例穎をやればは っきりする。

内部償還率分析は利子，税金や同様の代用を差引いた純益を使って，事業における衡平資本

(equity capita!)に適用できる。しかしプロジェクト評価には ，プロジェクトの総投賓

額と総純益額についての内部償還率が基本である。以下のJレールが内部償還率を計算するため

の投資純益計画をたてるのに適用される。

I. 施設や設備，作業円等の総投賓額は，投杏を必要とする年に記入される。

2. 所得税ばかりでなく利子低落は年費用の計算に含めてはいけない。

3. 計画期間よりも短い耐用年数をもつ設備は，それが置き換える必要のある時にその元の

台用で再び尊入すべきである。貸方（ cred i t)にはその設備の残存価値を資本動態の最

後の年に記入してさしつかえない。

4. 貸方はプロジェクト 。毎年の直接純益をのみとるぺきである。これはプロ ジェク トの純

収益からプロジェクトによ って置き換 った純収益とプロジェ ク トから発生した負の使益を

(2) 

差引いたものである。

5. 便益がどこから発生しようが，上で定義したようなすべての直接純益は含むぺき である。

釣(2) プロジェクトの共同便益と共同費用は各々の段階で処理される。

6. プロジェクトの総計画期間 （経済的限界 ）を超えて便益を受けるような時は年毎に記入

されるぺきである。

7. 投資と純益とも価格膨脹に対する凋整なしに 一定 （普通現在 ）の価格水準で記入すべき

(3) 

である。

8. すべてを同じ単位で記入する以上，投賓純益とも貨幣単位で記入すぺきである。
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9. 投資信用と負の便益はマイナスの印で記入すぺきである。

鉗 （3)：基礎的な仮定は，通貨膨脹が資本の流入と流出とに同じ比率でおよぽすことであ

る。

V. System analysisと Cost-benift aTJ.alysis 

費用，便益分析とは，ある目的を達成するために，各代替案のそれぞれについて，その便益

あるいは有効度として把握し，それと費用を評定し，その対比により代替案の望ましさの程度

を知り，最も望ましい代替案を見出す方法である。したがって，費用・便益分析はクステムズ．． ・アナリi/スにおける分析プロセス中で最も中心的な地位を占めるものであるということがで

きる。費用，便益分析の過程では，与えられた目的を達成するいくつかの代替案の費用と効果

の推計が最初に行われる。

これらの費用と効果は， 一般に長い期間にわた って発生するものであるから，これらを同一

次元で評価するため，異なった時点で生ずる費用や効果を割引率によって現時点に引戻し，現

在価値の形で集形する。このようにして得られた代用と効果に基づき各代替案は評価基準によ

って評価されるが ，幾つかの代替案の中で最適のものを求める過程で B/C分析が必要である。

質 疑 応 答

●● 

（質） 「フィージピリティー ・スタディがこれだけの内容をカパーすぺきである」ということ

を，一般的に云えるかどうか，金融機関があるprojectのフィージピリティーを判定

するさいにはすでに入手している情報については，不要なわけであってケースバイケー

スではないかと思うが，

（答） たしかにあなたの立場からはその通りで，すでに入手しているものは，不要だという事

も云えるが ，借款のためのアプリケーションにつけるレポートとしては，すぺての内容

を網羅しておらないと， 1つのレポートとしての形態がとれないという様な事があり，

はぷくという事はしていない，先ほどいった様匹第 1義的な目的からいうとケー

スパイケースといえると思う。 しかし，金を貸してくれという場合には，記入欄にこ

れはもう銀行の方で，すでにご存じだからやめときましたという事は通用しない。

フィージピリティー ・スタディ ・レポートだけ（こ基ずいて金融機関が金を貸すのでは

なくて ，銀行の方 としても ，アプレーザ）レミッンョンを，現地に派遺し，フィ ージピリ
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ティー ・レ ポー トに基ずいて，技術者 ・経済 ，ファイナンス・オルガニゼーツョン ・マネ

ージメント等の専門家からなるチームを組み現地調査レポートの背景になっているパッ

ク ・グランドを全部チェックして，決めてアプレーザ）レレポートというものを作る。こ

のアプレサル ・レRートが銀行借款のリクエストに対する説明材料としてポードに，銀

行側からでてくる。

その場合アプレサ）レレポートとフィジピリティー ・レポートの差は，前者は銀行の貸

付け条件にもとづく措置期間，返済期間，金利等にもとずくが・後者の場合は国民経済上

の一般条件で計算される。世界銀行のローソや第二世銀のクレジットを借りる場合，ァ

プレサルーで分析され，決められる。フィージピリティーの場合，全項目を全部カパー ・
することが必要である。

（質） フィージピリティー ・スタディーの中に輸送のネットワーク効果はどのように組み込ま

れ評価されているか。

（答） 輸送ネットワークは，正直に言って栄山江の場合くみこんでいない。

マスタープランでは，河ロゼキの堤防の上を高速道路に利用するという事で輸送の，

ネットワークについての考慮はしているが，第 1期のフィージピリティー，現在第 1期

の4,8 0 0万弗の借款が決まった第一期，事業には輸送のファクターは入ってない。

（質） 輸送ネットワークは経済効果を述ぺる場合，どうしても必要になってくると思うが，フ

ィーンピリティー ・スタディーの中では含まれないでよいのか。

（答） 当然入れなければならない，特に農業開発の場合，米の場合であると輸送の効果はそん

なに大きなファクターになってこないが，野菜 ，果物，クワ等の場合 ，輸送中のいたみ

とか輸送時間，そういうものによって効果は変ってくる。栄山江の場合，水田が大部分

であるので，畑作はネグレクチ プスモー ルである。したがってそのフ ァクターを全部落

して計算した，第 2期の方になると，これは高速道路が中に入ってきて当然輸送のファ

クターを入れなければならない。厳密にいうと輸送のネyトワークは入れるぺきである3

（質） 技術的，経済的に最適化された計画とすぺき事はよくわかるが， 例えば栄山江の場合，

当初構想が樹てられた地域のうち，非効率な部分は切り棄てられ，範囲が縮少される場

合が考えられるが，民生安定という行政的要請から対称地域の拡大が韓国政府から求め

られないか。

また最適という場合，種々の代案の組替により種々の数字がでてくるが成械的に最高

のものを採用するのか。
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（答） これは指摘の通り効率の悪い部分は切り捨てている。この切り捨てたということは事業

から，はぷいたということではなく，全体の約 I0万町歩計画のうち第 1区が 33000

町歩である。

33,000町歩の対照からは，フェージングの関係からきりすてたわけであるが第 2期

第 3期の方で考慮すると云うことである。

民生安定という事から地域の拡大が求められないかについては，当初の計画では

3 0,0 00町歩であったが，非効率な部分を切りすて28,000町歩にしたが，しかるのち

に民生安定という，行政的な要求で一部ふやして，結果的に 33,000町歩という面積に

した。

こういう経過は質問の通りの要求で利益面積増減をしている。最適という場合，機械

的な最適を採用せざるを得ないわけである。

これは計凪経済的な分析をするから数字ですべてがでてきてしまう。行政的社会的な

ファクターとして，どれだけの数字を加えるかという計算ができる楊合は良いが，政治

的な場合に数字の形で，でてこないから機械的に数字で表わされるものの最高のものを

取るという考え方になる。

（質） 韓国栄山江計画の水需要量算定のファクターである作付面団は生産物の需要位から箕出

されたものか，現在の作付面積をそのまま使ったものであるのか。

生産物の経済的需要員はフィンカルなスタディにどの様に盛り込まれているかを知り

たい。

（答 ） 作付面積は現在の作付面積で季節のかんがい水田，天水田をふくむ土嗅調査，ランドク

ランフィケーンョンにより，受益面積を決定した，現在作付されていない所ははいって

ない。

（質） 韓国の歴代の生産物の需要量を知る指標はある。

（答） 統計は正確であるがものによっては真憑性が問題で，そのまま使う事はできず，取拾選

択をして使うぺきである。

韓国の湯合に一番大きな需要，今 80 kg当り約 1万円位の米，他の物としては，か

んきつ類，りんご，ナンそれ以外の作物では， 12月位になると白菜，大根等のキムチ

をつける時期になると値段がうんと上がる。価格の時期による変動が大きいので一定の

値を決める事はできない。

（質） 今まで，フィージピリティー ・スタディーはダムとか作物栽培計画という事についてな
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されていたが，現在地域開発，総合開発と大型化する傾向があるが農業や経済の専門家

による計画立案でなく，も っと総合的地域経済開発的なアプローチが必要なのではない

か，それについて最近の動きで何か考えは。

（答 ） たしかに農業専問家とい ってもどちらかというと，私どもは水の方であるので，水資源

的な問題が多いわけであるが， 今いった様に単なる農業開発といっても，面積が 10万

町歩， 30万町歩になると 当然その中に鉄道，道路，港満等の問題が含まれる。

この栄山江の場合でも，淡水湖の水産の問題，ノリの養殖の問題，そうい ったものか

ら工業，都市の上下水道がはい ってきて地域開発的な性格が強い。それに対応するには，

我々のせまい専門知琺では，なかなかカパーできないので私共は米国のアーサー •D• -

（質）

リトル社（米国マサチ ューセ ッツ州 ）と提携して，それぞれの専門分野ではお互いに協

力するという形をと っている。

具体的には，まだや っていないがアメリカの専門家をいつでも動員できる体制だけは，

ととのえている。

今，日本の場合，私共が一番困るのはジンククンクといわれているファームと我々

みたいなコンサルクントの差がすこし格とか次元がちがう感じたなってうま＜ Coap

erotionができないみたいな感じがしている。

その辺が 1つは私共コンサルクントが反省しなければならないことで，コンサルク

ントがコンサルクントでなく設計の職人組合みたいになつて，手と足で働き、ンンクク

ンクといわれるのは頭ばかりで仕事をしていて頭と手がくっつかない感じがある

つの地域開発プロジェクトであっても，ンステム論的アプローチがありうるのか。

（答） 私共はまずンステム的な便法で，マスタープランを立て，マスタープランの対照地域は

非常に大きいもので，そのうちの PhaseIをどこにするかという作業をや ったのであ

る3

マスタープランでや った対照をフェーンソグなしにする場合でも同じだと思う，とい

うのはその中にダムを 4つ作った方が良いか，それとも河口からポ ンプでもってきた方

がよいかといろいろの代案がある。そういうのもンステム的な仕事であるから，作業で

ただフェージングという問縣がぬけるだけである。

（質） ある地域があって，そこに 1つのダムを作るだけでも同じことですか。

（答） ダムが 1つの場合でもダムの高さを考えると，乾ばつの場合に完全に 10 0％水を供給
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できるだけのダムを作った方が良いか，それとも乾ばつの場合， 2割位被害がでてもダ

ムの建設筏・ダムの維持囲に対する，投資を少なくした方がよいか，すなわち 1,0 0 0 

円没資して 1万円もうける方がよいか， 50 0円投資して 6,000円もうけた方がよい

か，こういう理由で比較計算は必要にな ってくる。ただしンステム的な手法がいいか悪

いかは 1つの疑問があると思う。

ただ現在の時点では世界銀行の場合には，ンステム的な仕事を要求してし．ヽる。

（質 ） デメリ ットはどういうことになるか。

（答） デメリットは極端にいうと，後進国では悶業が産業の中で企業性が一番少ないものであ

る。

どちらかというとインフラストラクチャー的な性格が強い，そういうものを数字に表

わしたもので機械的にやることで，はたしてその国の産業朋発にいいかどうか，むしろ

経済効果がなくても，民生安定とか産業開発に対して， 一種のインパクトを与えるとい

うような無形の効果を完全にネグレクトして，計ほ経済学的だけで見るということは一

面からいえばデメリ ットだと思う。

（質） それはモデルの作り方が問頗ではないのか。

（答） モデルの作り方が問題である。しかし無形の効果を測定するという事が非常に難かしい

という事が現状である。

（質 ） フィージピリティー・スタディーの実施された事例の中でソ連の場合政府の仕事として，

やっているが，考え方，方法論の違いはあるのか。

（答） 解折の場合は一番良いプログラミングを作るという事であるので考え方，方法論は同じ

である。

（質） 例えば先ほど説明があったが，ソ連の場合借款というのは全然考えてないのであろうが，

今までの事例としては，民生安定とか，産業開発へのインパクトを目的とした計画があ

ろうが，どういう目的が多かったのか。

（答） ソ連の場合，くわしい事はわからないが，社会主義国だからといって，経済的な考えを

無視するということはないだろうと思う。だからソ連が金を貸す場合，やはりそういつ

た様な分析は要求するだろうと思う。

（質） 栄山江の場合，現在のままの経営規模あるいは圃場を大きくするとか機械化するとかの

前提のもとに，将来のかんがい等の効果を推定したのか，又単位用水員の設計の際そう
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った資料を基にしたのかどうか。

（答） 第 1の点は一応機械化を前提として， 4OPS前後の中型機械を導入するという事を考慮

して圃場整備計画を立て，それに基づいて逍路計画を立てたっ

二番目の質問；こついては，正直な事を言うと向こうには，単位用水量といってもおざ

なりなやり方で，はっきりしたのがなく，私共は計画段階では，こまかい測定をして，

単位用水量をだしたのではなく，理論的に計打をしたのと，もう 1つは降雨量と収趾の

コーリレーンョンからの限界的な用水量計算をした。

それから従来の溜池とか，取り入れ国の水且と面稽の比率を調ぺて計算した。実施設

計の段階ではもっと詳細な測定をしなければいけない。

（質） 実施する場合には，計画のどの辺に注意してやらなければならないのか。

（答） 実施する場合，ンステム的な考え方からいくと ，限 られた期間でいかに効率よく労働力

単価のフラクチェーション等，工事のスケジュールをどういう形で消化するかという事

で，パートでスケジュールにくむか，それとも山くずし法で労働力とか，コスト変動の

影響をなるべく受けないで ，決められた期間でやるかということが，次の段階で重要に

なってくる。

（質） 世銀ミッンョンとのくいちがいはどうなのか。

（答） 大きなくいちがいがでれば，借款ができないということである。フィージピリティー ・

スタディの結果をアプ Vーザ）レの連中が理解できればほとんどイコールになる。

ただちがう点はフィージピリティー・ Vポートとアプ Vーザ）レの違いは， 一方は貸し

てもらう方の側で，裁判でいうと被告側の弁護士で，銀行側から派遺されるのは検事側

の方で弱い点をついてくる。フィージピリティーがよければアプレーザルの意見と一致

する。金利とか償遠計画はアプ Vーザルの判断で決定される。

IBRDの場合 ，脳業関係での専門家はいるが， ンステム ・エ ンジニアリン グや ダム

の専門家等は他のどこからか出向してきて，アプレーザ）レ・ミッンョンチームを現地に

派遺する。

要するにフィージピリティーをやった人間が説明して，銀行側が納得すれば問題はな

いのでる。ただ納得しないというのは，銀行側がンステム的な事を要求しているのに，

ンステム化しないで従来のやり方をしたら ，くいちがいがでて くるので借款ができない

か，もう一度やりなおしを要求される。

（質） 先ほど線型計画の話しがあったが，日本での個々の器業経営においても，リニアプ
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ログラミングの手法を用いて指導が前からおこなわれているが，栄山江計画にリニアプ

ログラ ミングの手法がどの程度くみこまれているのか，具体的にどの部門にどの程度＜

みこまれているのか。

（答） 栄山江の計画は閑業開発であるが，主体が水賓源開発である。種々の理由から線型を採

用せず，ンュミ Vーンョン数学モデルをつかっているが，営農関係にも計算に応用した。

リニャは使わなかった。

参考までに述ぺるが長期開発計画の作業順序は別図のとおりである。

〔長期開発計画の作業順序〕

I Reconnaissance ...... • •政府ミッツョンはこの段階

.II Pre-Feas i b i l ity..……•OTCA の涸査はこの段階

III Fe a s i b i I i t y 

IV Difin1tance & design Appraisal(Loan or Creditを目的とした場合）

V Supervision Construction (Contractorがやる）

* lI, illは一緒になる場合がある。

日本の技術協力が非常に弱いというのは， OTCAの場合主体がはっきりしていない，

イスラエルのタハールの場合のように政府がコンサルタントになった場合には，いきな

りフィーンピリティーにはいる。

日本の場合OTCAの ミッ ンョンだとプレフィーンピリティーの段階までしか仕事も

できていないし，金を貸す方も OTCAをプロのコンサルタントとして認めていない。

又，パーマネントのスタッフではなく ，テンポラリーの人間ばかり集っているので，銀

行として沢任をもってやったというような見方ができないと考えられる。

（質） 前図の作業順序は，経済開発当局の立場からのわけ方か，コンサルタントの立場でのわ

け方か。

（答） これはコンサルタントのわけ方である。

レコネブサンスの段階かあるいはプレフィージピリティーまでいった段階で金を借り

たい国は銀行へ打診に行き，意見を聞き ，フィージピリティーをだす。金を借りる側か

らすると ，1/コネッサンスの前に，長期 ・中期開発計画とか， 5ヶ年計画とかの予尊を

立てている。
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（質）

（答）

そこで銀行側は，毎年その国の経済誨査をして，カントリーレポートをつくりその中

のAという国の経済開発の中でこういう部門が融資の対照になると検討している。そこ

で意見があえば Vコメンデーツョンがでる。金を借りる方がコンサルタントに調査をた

のむことになる。この費用は受益国側の調達となる。

1 0年前イラソの力 Vガソの借款のスタディをやったのは，私が最初からやったので

はなくて，ガスピンという平野の開発をイスラエルのター）りがフィージピリティーレポ

ートを作っていた，これは地下水をカナートで開発するというのであったが，借款の中

に地下水開発だけでは不十分であろうというので，ここにダムを作ったらという代案が

で，この代案を日本政府の派遣で我々が調査をしたが，世銀側もこのダムのフィージピ

リティーのスタディをやったらどうかということで，このスタディ費用を借款の中に入

れてくれたのである。

これを我々がやったのである。この様にフィーンピリティの喪用を借款できるという

事はまれである。

入札があるのか。

入札ということが云われるが，コンサルタソトの場合，原則として入札という制度は禁

止されている。借款がおりるまでの経過は下図に示すとおりである。

．． 

P-r--o・P o s a 1の svaluatioe,nsgoiationの経過報告
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Conault:ant:会社

⑤Pr1or1tyをつける (Proposalの内容により）
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普通コソサルタントは会社の内容を世銀へ送る。世銀の方でファイリングして，どう

いう専門で，どういう人間がいるか，どういう経験があるかをファイルする。登録制度

ではない。

会社は何かプロ九クトのある国に，その仕事にインタレスがあるという手紙に会社の

パンフレブトをつけ出す。そうするとインヴィテーンョンを出す前にプレクウォリファ

イをやる場合としない場合があるが，プレクウォリファイする場合の条件は IBRDの

ファイリングがされているかどうか ，スペンャリティと経験があるかどうか，この 3つ

の条件でプレクウォリファイして，インピテーンョンを出す。

インピテーンョンが来た場合，コンサルタントは，はじめてプロボーザルを出す。そ

の時はコストは関係なく ，専門家が何人，何ヶ月かかる。またプロジェクトにHow to 

approch というような内容をもったプロボーザルを出す。このプロポーザルを一定期

間に集めてオープンして，そのプロポーザルの中で ，プライオリティーをつけ，その瓜

1からネゴンエーンョンをする。

ネゴンエーンョンでは ，はじめていくらでやるかがでてくる。そこで話がまとまれば

IBRDにもっていく。金額的にまとまらなければ，.if2と行う。プロポーサルのエパ

リュエーンョンとネゴンエーンョンの結果を銀行に連絡して，銀行のアプローヴァルを

うける。

技術が悪くても，金が安いだとかの問題があるとこまるから，この様なユバリユエー

ンョ‘ノの経過を全部報告させる。

ここでエパリュエーンョンのプロセスに不正がないかどうかしらべて契約をする。日

本のように ，指名競争して出てきた 1枚の紙に金いくらとか ，金が安いとかで決めない。
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講師略歴（講義順）

鏑 木 豪 夫

明治 4 4年 9月5日生

昭和 I0年 東京帝国大学農学部牒学科卒

” ” 悶林省農事試験場勤務 ，腹機具の研究

II 2 3年 腹林省農事試験場農機具部長

H 26~34年 東京教育大学農学部教授併任

935~36年 店林省農林水産技術会議事務局研究調整官併任

9 3 7年 農業機械化研究所理事

”4  4年 農業機械化研究所理事長

’ 4 6年 （財）海外農業開発財団顧問

．． 

紙 谷 貢

大正 I3年東京に生まれる。昭和 23年東京大学腹学部卒業，屈業経済専攻。同年農林省大臣官房

調査課。 27年閑業総合研究所。 3 I年腹林水産技術会議事務局。 3 7年FAO経済分析部をへて

4 4年屈業総合研究所に戻り，現在同所海外部東南アジア研究室長。 45年 3~6月パキスタン悶

業事情視察。主な論文「農業開発と技術選択」ほか。共成米大統領科学諮問委員会報告「世界の食

糧問頗」

●● 

田 中 良 男

昭和 7年 東京帝国大学農学部獣医学科卒

昭和 I3年 東京高等農林学校教授

昭和 I6年 農林技師

昭和 30年 嬰林省畜産局薬事課長

昭和 3I年

昭和 33年

“ 調査官
9 草地改良課長
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昭和 35年 腹林省畜産局衛生課長

昭和 39年 退 官

昭和 39年 畜産振興事業団理事

昭和 40年 ” 副理事長

昭和 40年 日本獣医師会副会長

昭和 46年 ” 退任

“ 畜産振興事業団退任

“ 日本食肉協議会副会長．． ” 日本食肉市場共同会社社長

鈴 木 清

●● 

岐阜高農卒

昭和 22~3 6年 農林省農地局勤務

昭和 37年 国際建設協議会事務局長（OTCAの前身）

昭和 37~4 6年 三祐コンサルタンツ

インターナンヨナル取締役

イラン タVガン開発計画樹立（世界銀行借款）

ADB,借款プロジェクト 第 1号の Feasibi1 i ty Study及び Appraisal

韓国栄山江プロ、；；ェクト

Feasibility study (48万ドル借款決定）

昭和 46年 AICO設立社長

金沢工大助教授

編集後記

昭和 47年度のセミナー ・テキスト第 1号をお手許妃送れる段取りになりました。この号匹は本

年度のもののほか，昨年度のもので，まだ印刷してなかつたものを入れてまとめま した。今年度の

セミナーは 6月， 7月に 4回やり， 8月中は休みに していますが，9月から勉強開始で，財団ー同

張りきつています。セミナーは登録要員と一般特志者の学習の場として育てたいので，ご希望，ご

意見などぜひ係へおよせ下さい。 （担当者松山常市）
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